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ニーチェの梅毒意識

内
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まえがき

ニーチェについては産学の函からも道諒哲学の荷からもさまさダまな研究が徹底的とをまえる位

に行われて会たけれども，その阿国を結ひゅ付ける契機が見出されながったために， rニーチニ£の
は諸研究の閉そ巧妙に寸り抜けて今日に到った。筆者の訴究はまだ初歩的で未熟極

まるものであるが，ニーチェに対して霊祭衰の得た観点は，道議心理学的もしくは f道部生理学j

的研究を刺激し得るぜかりで、なし知例なる面からのニーチェ研究にとっても不可欠であると

えるに到ったので1 敢て発表する次第である。

1.病気との戦い

の生i壌の絡を辿る 彼の鶏気の物議谷に圧揺されざるを得ない。余りにも悲惨

なのである。「不断の鷲痛，一日のうちの数時開は船器科、そっくりの感と，物を言うことが愚難

になる一携の半麻痩，転換時には激烈な発作{前認めは五日三娩の糠吐を強要しました，私は

死を渇望しました)J(80 iドl月，ナウムブルクからフランクフルトの阪樽オット…・アイザ…

宛(l)tr私の状態の描写は昨年の平均に依ったのです。例i外に依ったのではありません。統計的
に!;l:，議疲の発作の日が 118日ありました。比較的軽い日は喜完走しませんでした。いつもの状
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ニーチェの梅主義主主選議 古内

態，つまり，頭のやと設のよの不断の痛みと圧迫感，強から足うもまでの麻録した様なあの全体

感情を描写して差しよけ.られるといいのですが!一一一税の妹は最も良い時の平えを見たの

私自身も望みを持てそうな荒持に誘われていましたJ(同年2月初め，同博士宛{円。これら

紙はトーマス・マンが「我々の経験に照らして見たニーチェ哲学:(3)Jで引用しているものであ

り，ニーチェは正に拷問にま震え続けたのである。超人的な摂生生活をしながらである。前年4

月14Bのオーヴェルベック宛の手紙には， i El分たち自身が堪えられないと感ずるきびしさで

身を処している者があることを認めさせられることはど人々の摘にさわることはない(4つとい

う滋獲が晃られる。天然，気這， {主結，交時，食部に対する極端なほどの配慮はニ…チェ

の関所に現われている。喜患者の無能会知ったニーチェは自分で自分の監事?となり，々な薬を

自分の身体に投入しながら，懇議の隷な嫡気と載ったのである。その地獄的な戦いに彼を堪え

2'せたのは彼の仕事であった。彼には，それ会役遂げなければ死んでいも死に切れない仕事があっ

たのである。そして彼の仕事ぷりとさては!彼の生活が常人には

ニーチェ書簡に親しんだ者は， とくと納得させられる。

ものであったこと

無論彼の身体は次第に弱って行った。 87年9月{こズィルスで後;ご会ったドイセンは後にこう

書いている， iLかしこの聞に仰という変化が彼に生じていたことか (5)かつての誇らかな態度，

しなやかな是取り，流暢な話しぶりはもはやなかった。 本当lこ骨折りながら，そして少々横に

イ咲きながら，やっと歩いているという様亨だった，そして彼の話しぶりは時々ぎこちなくなり，

っかえる様になった。彼の好鵠の日ではなかったのかも知れな~ ，(6) J。発作が起りそうになると

彼は身を認した。少数のE撃設の一人であるズィルスの家主が諮ったとし寸言葉が結えられて

いる.i jうれはそこらにある様な頭痛ではありませんでした，あれは全く特郭なものでした。そ

して再び起きおしてきた時の姿は本当にみじめでした{勺。 幅吐を伴う殺しい頭痛にひとり

ひとりで始末をしながら，彼は戦闘者としての自負心を失わなかった。 87年秋めノートに

はこう議カ通れている自分自身を恥ずかしく思っている不幸な人たちを訟は愛する。{彼皮ら;は土?

めなj汚考物で一杯になつた白分め尿器を路I地洩にぷぶ、ちま{け?たりせず，r自分の不幸容を尊重せねば、なら
ぬ，これを隠さねばならぬiと自分自身に向って言うだけの立派な趣味を心と?をとに残してい

るf勺。彼の不さ与の象識であるこの尿器は今もなおズイルスのニーチェの欝星に保存されて多く

の見物客の践にさらされている。

最初から引用文を沢山載せるのはどうかと思うけれども，以上のものだけでは矢張 1)足りな

い撲に思うJ善悪の彼岸J289節の来高， iどの哲学もさらに一つめ哲学を隠、している。どの晃

解も一つめ器、れ場であり， どのぎ築も一つの奴面であるj。続く 290節， i深い思想、家はしミ

L 誤解されることより理解されることの方を恐れる。前者によっては彼の虚栄心が傷つくか

も知れなし、 しかし後者によって傷つくのは彼め心情，彼の共i可感情である。それはいつもこ

う言っているのである， rああ，何故君たちは， {業と問じ様iこ苦しい生き方をしようと忠、ったり
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するのかけとJ。

人間にこういう穣類の苦しみを生ぜしめる病気は部であるのか。分る人には分る筈のJ弱気で

あった。可成りの人たちに分っていたに違いない。しかしその人たちは口に出さなかったので

ある G黙って犠える越ない病気であり，救いの手を援しのべるわけには行かない病気で、あった。

だから矢擦りその人たちも黙って彼の悲劇的前進を見守っている他なかったであろう o

ニーチコ二は穏した。発狂するまで隠し通した。彼の病気は入に知られてはならない靖気であっ

知られた時には後はお終いになるのだった。無論，

声が彼の耳に欝くことはあったであろうし，

ってしまえ，そして事手けろ」という

って行く j告分め姿が眼に浮ぶことも

あったであろうが附'彼は自分の内体験の一切に芸術的な衣をど被せることそ心持ていた。そして

彼は彼自身の弱さと徹底的に戦い議したの彼は「堅く jなって行った。

「人間的J1の615若手に，c {;季大弘思想家が還を欝なE:l療に陥った時に自分自身に言うであろう」
ところの苦楽が載っている。「この寄生虫Parasitを養い苦手てているのは，お前自身の大きなカ

なのだ，もしその力がもっと少なければお前はもっと少ししカ込悩まないですむだろうムそして

617番め表題は， ['個人的欠諮めよに種子を蒔いて~文穫すること j である。ニーチェは病気を徹

底的に利用し，靖気そのものを臨し通して，そして狂人となった。そして後には， r行間の持宮、
を読み取る(10つことそ必要とする一連の著作が窺った。

その建にはあちらこちらの滞在地にノート類が残っていた。これらは後に，妹の管理下に入っ

た。さらに残っていた自立つものは多くの薬瓶であった。妹が最も気にしたのはそれらの薬殺

だったのであるが(11) その内容が公表されたという舗はまだ筆殺の耳に入っていない。

この様な次第だから，研究者にとって不都合な事情がわったことは確かである。しかしそれ

にしても，ニ…チェ研究者が，ニーチェの場合に権毒意識の証拠がないと L寸通説を鵜之さみに

して，自分で諜すことをしなかったのは不思議である。探す気になった形跡さえ見当らないの

である。筆者自身もニーチェに触れてからお年以上経って，やっと一 ニLめ謎を解くための

と思われるものに辿りついたのである。

ニーチェは雷うべきことは公刊の著作の中で凡て言い尽くしてから発狂したのだというハン

ゼル販後書におけるシュレヒタのキ設は確かで、ある。ニーチェ文庫が「権力への窓志」とし

そしてその後にも多くの野心家がさま~"まな形で編集した議繍集は，ニーチェの捨てたカスで

ある。捨てられたものの中にも大いに興味をひくものはある。しかしそれらの多くは.現在進

行中のグロイター誌によって陽の呂を見るまでは隠されてきた。ぞれらの者千を紹介しながら

をもっとはっきりさせることを次に試みたいと思う。

}主

ニ…7:1:の作品，遺稿，書簡はグロイター阪で既に刊行t!-れたものはそれに絞り，然らざるものはベック版
とハンゼル絞に依り，やむを得ぬ場合にグロース・オクターフ版とニーチニ乙襲撃街全集その他をき司IJJ'おした。聞各号
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i立下記グ〉在日くである

グロイタ…版作ふ襲警ごごKGW

図書簡篠山KGB

ベック級作.iIt綴口BAW

i勾警察衛篇=BAB

ハン~'ル版=日ぉlS記E

グロ…ス・オクターフ版=GOA

E書鋳会主義公認GB

(1) 日組問r，Bd. 3， S. 1162 

(2) GB， Bd. 1， 4. Aufl.， 1902， S. 447 

(3) Thomas Mann : Ni告tzschesPhilosophie im Licht母unsererErfaおむねg，Suhrkamp V己主ぬ草， 1948. S..12 

(4) Ni君主zschesBriefw告chselmit Overbeck. Insel Verlag. 1916， S. 374 

(5) ドイセンが善意[jj]ニーチェに昔話ったのは721'ド7月米パ…ぞんにおいてでトあり，.15

(6) Paul D宮山sen: Erinnerung部品nFriedrich Ni在tzsche，1901. S. 92 

(7) P. J Mobius : Ni日tzs立総， 3. Aufl.. 1909， S. 145 

が流れていた。

(8) KGW vm 2. 10 (141)0 これは 1901A手j緩め「機カへの;意志J(フゲストとホルネブァー兄弟との共同編集〉に
は載せられた会えその後は削除された。

(9) vgL KGW VI 1. S. 184， 222. 228 

現場 K GW  III 2. S. 141 (und品uchS‘256) 主義絞講演「わが閣の教育施設の将来についてjを出版する場合のた

めの序文やめ言苦楽マある。この芸能演の第5識の中に?諸訟は券会負わされたこの祭絡め者がひとり絞く秘密

の言葉さとま悪解せねばならないjという箇所がある{めd.S. 236)。この者;ま大学生ということになっているけ

れどもニーチェ自身をおしていることは疑いないの線なくして擦を負わされた彼は，この言葉淡においてもそ

の{査の生涯においても，その秘密の愛妻震をとロ;こ出しはしなかった。

的 「トリーノにおける妹の採殺は主として，ニーチェがお分の部屋に並べていたそしてそこに筏っていた裟

瓶に関係していたJ(Bemoulli II， S. 513)。

2.続年の澄楠より

グロイタ一級ニ…チェ全集糠3には 88年春から 89年 l月初めまでの遺稿，即ちニ…チェ最

後期の遺稿が集められている。その 251亥め 15(84)は次の諜なものである。

「心わびてjいるのは烹笈だ。問題は「なとかは知らぬ」ニとである……「昔めったえj

f古いつみびとなのきjとクリスト教誌なら言うところだ。別め場合，ハイネの場合には， iロ

ーレライの仕業jだった。

フリードリヒ・ズィルヒャーの臓によって誰でも知っているハイネの誇がニーチニL を捉えて

いるのである。前半は近藤朔風訳を岱りて訳してみたカミ 88年審，ジェ…ノウ、、ァ滞夜中めもの

と考えられるこの…文には，梅幸診と戦いクリスト教と戦ってきたニーチェの悲痛な懇いと疲労
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感とがこもっている鑓に思われる 2 「事笑として存夜するのは，私が実に悲しいというニとだ。

問題は，なにはそれが何故だか分らないことだ」とニーチェは寄っているのであるが，後には

ていたのである。鶴普と罪概念とに対する戦いの十数年を余儀なくせられ，盟十三歳を

えた;まかりでもう，いつ艶れるか分らない老人になっているのは，苦のおとぎ話の械な過ちの

故であった。無論ニーチェはそれを過ちとも罪とも認めたことはなかった。「そんなに怒しい想

いに覆われているのは，昔つみな犯した~に決っている，とクリスト教徒なら慈うところだ」

という意味の皮肉な述懐は彼の依然たる抵抗を示している。クリスト教的な罪と罰との探念iニ

対する彼の抵抗は彼の病気が重くなればなるiまど靖国になってきたのだった。彼の心の奥底の

苦痛を知らぬ人たらが後め窮状に寄せる表面的同情は彼にとっては迷懇であった。fコノ人ヲ

ヨjではこう言っている， r訟が用情的な人たちを非難するのは，……湾憾の手が往々にして一
つの偉大な運命，痛手を負っている孤独，議い罪科を荷なう特権の中へ正に破壊的に突っ込ま

れる場合があるからである(1)J。クリスト教世界の清潔と誠実と誇りとを具現していたと雷って

もよい人物が，クリスト教道徳によって君事と見なされている病気に苦しめられる蝶になった

には亨十字架へ諮って行かないとすれば， クリスト教撲滅訟外に rB青れやかな良心Jを獲得す

る事告がなかったのであり，彼はその孫独な戦いの運命を特権とさえ見なしたのである。しかし

何と悲しい特権であったことか!

問ヒグロイター版溜3の23cl J (409夏。 88年 10丹のもの。いわゆる「権力への意志Jに

は734;番として載せられている)は， r子棋が犯罪であるかも知れない場合がある。慢性病患者
や強度の神経衰弱症患者の場合である」という文で始まっている。この銭。設の蔀段賠と見なさ

れるものが15C 3 J (195頁以下。 88年春のもの)である。これの終りの部分は次の如くである。

「自分自身が存在権を持たぬ世界の中へ一人の子供を生み出すことは，一つの主主会奪うことよ

りも惑い。子供会作る梅毒患者は間違った生め長い連続め原腐となる。彼は生に対する一つの

長査を作り出す，後は実行のペシミストである。実際，後によって生の儒値は途方もなく減殺

されるj。この簸蓄は前掲のおお4)と問機に初めて公表されたものである。 序でながら泥3の

34 (104) (85年4月から 6J=lまでの関のもの。やはり初めて公表された)はドイツ入に関する

ものぞあるが，その中のドイツ貴族め競落を指摘する箇所に「梅毒jの語が出てくる。 f家に

まった者はアルコールにやられ，出愉て行って実ってきた者は磯議にかかっていたム常に仕事の

ことが強にあったニ…チェのノートは本当の意味の私的ノートではなく，後は f梅毒j或いは

f撞毒患者Jという欝葉をも備の重要な内的体験と謁綴に，一般的な場合にのみ用いた。転々

たる生活をした彼はノ…ト類一切そ持ち歩くわけには行かなかった。しかも彼は持持路上に倒・

れるか分らぬ身体であった。世の中にぶちまけることの出来ない不幸は，後の心の奥にしまい

込まれていた。

もう一つ見付かった f権毒患者Jの例をも詔介しておきたい。糠2の10(100) (87年秋のも
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の。これも初めての会表)である o id!!雰11と病気とに対する戦いにおいて を採用しても

ろう{従って凡での梅毒患者に関しても)。だが何のためにか!もっと経済的に考えねばな

らない!Jo梅幸撃に特翌Ijな関心を持っていない者が括孤内の文を記すてやあろうか。さらに，同日

と病気Jは…語になっている{へ梅毒は道徳的な努め象徴であるJまかりでなく，感染する。

梅毒患者は毒をまさ散らす犯静注を体内に持っているのである o ニーチェは，梅毒患者は去勢

などという面倒なことをせずに 消滅させて然、るべき存在なりと考えている諜である。

ところでニ…チェの絞雷はその前後のものとの穏逮において見られる持に一層興味あるもの

となるのであり，既に挙げた溜3.15 C 3 Jめ場合には，その次に売泰弁護論が続いている。

この盟2.lO (100)の前後にはショーベンハウアーからの抜き欝きが多くあうて，次の 10(101) 

はパレノレガカ込ら程い文を百!いているのであるが，ニ…チェの付した表題 f簡と償いとしての存

在」は投路;こ価するのこの観念ニそニーチュが抵抗し続けた当のものであ札彼を庄倒するこ

とがしばしばてゆあったに違いないものなのである。然し今はニーチニLにおける界，病気，

償いなどについて述べることは省略して，これらの道語的かつ社会的な概念が彼に付きまとう

様になった所以のもののみに的をし培りたいと思う。

公刊されたニーチコニの著書に f梅毒jの語が出てくる笥所がある。「這密め系譜Jの第3論文

第21節の米尾である。 fヨーロッパ入の建議と人種的楠カとlこ薮壊的な作用を及iましたものJ

として禁欲主端的理想、の次にアルコール中毒が挙げられ，そしてさらにこう付け加えられてい

る.i三番呂には梅毒が挙げられよう一一ダη、大分額ヲオイテ続イテイゲ円。「健康iにアン

ダーラインを付けたのは無論ニーチェ自身であるo ヨーロッパ人の健康俊考えた場合にニ

チェは，ふと思い甘いたかの如き体裁で，梅惑を付け加えているのである。瀦2のlO(100)の

と同様である。晩年のニーチょには公刊の警においてもこの様な印、さな尻尾村つを付けたの

であり，ひそかにスリルを味わっていたことで、あろう。

88年に入ってからのニーチュは滋hmeni麻簿させるよ lahmendi麻整較的Jの代りに paraly-

sieren， paralytischを用いている場合があり， しかもその場合にはアンダ…ラインを付けてい

る。これらは|装学的専問用語であり，彼は敢でそれを使用しているのである。鵠年春の遺稿(5)1:

ヒリズム的宗教の生現学jと豪華されたものがあり， i典型的な病気循環jと記された後に
バラリーティシユ

書Jが載っていてその中に f麻療性の鰭穀候jという語が出ている。そして f偶像の貰昏jの

「或る反時代人の遊撃J41節では実にg立つやり方でF パラワズィー/し j、が用いられている{針。

敢て医学用語を用いている関をもう一つ挙げよう。 Hemiplegiei半麻簿jである。既に引用

したアイザー博士宛の手紙の場合には Halb-Lめmungが用いられていたのであるが.88

「善人。あるいはー徳の半麻捧jと鑓せられた興味深い長文があり.r王子麻漆jはHθmiplegie

が用いられている (7)。そして文中の「この半冨の有能性」における f半閣のhalbseiti伊 jにア

ンダーラインが摘されている。この様な具合に自分の症状を強調するのは矢擦り自立つことで
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ある。

ニーチェは自分の身体に現われているものがパラリ…ぞの諸強侠であることを疑う気持を

っていたばかりか公利の舎においても敢て危険を冒すところまできていた。もはや限が(

詩の践が)すわっていたのであり，最後的没落の覚活の上に立って，自身の芸術家d性を極端

なところまで持し進めて行ったのである Q 晩年の遼識についてはこれで打切るけれども，少な

くとも，ニーチェが梼毒を意識していたということだけは鳴らかにすることが出来たと思う。

しかしながらニーチェの梅毒意識の歴史はニ十年以とに亘るのであり，意識の中味は実に

に線維であり，意識の仕方は変化の限りを尽くした。従って彼の梅毒意織は，一人やニ人の研

究ではどうにもならない広さと深さとを持っているのである。筆者が欲するのは，冗す，ニ

チェにおける棒懇意.識の確安|設と重要性とが納得されることで、あり，次には， もし筆者の考え

が間違っているとしたら速やかに徹回したいということである。以下においては肝腎と思われ

る事構についてそれぞれ大まかに議べて行きたい。

i3正

(l) KGW V13， S. 268 

(2) Verbrecher-und Kl昌nk日ntum.

。) 片仮名の部分はラテン務である。この部分の従来の蓄署員RIこ器産いを持った霊祭殺は田中手U:l't;氏{古典務)Iこ頼

り，ヴェル虫干ーリウスの鈎を号iいての主義切な説携を~1長裁した。

(4) 88年5月4設のブランデス宛の手紙にはこう書かれている，毛えは実;二心較し元気でお，1:機嫌て、す一議室

湾首極まる事物lこも，おどけの小さな民主義合付けてやりますJ(Hans日r111， S. 1292んところて?恥x im 
Volksmund (Rowohlt， 1971)によれば，男性の燃病を示す俗務に「民主義の瀦気Jとし、うのがある窃ニーチェ

はそのことを知っていたかも長時れないe

(5) KGWV狐3，14 (13)。これは，いわゆる「権IJへの意志JIこ 1039 番として餓せられているが，省略審~分が

ある。

(6) KGW v1 3， S. 137 

(7) KGW四 3，S. 265.畿運霊会体にアンダ…ラインが絡されているのは，ニーチニにの静演である。いわゆる

「権力への意，さf-J'l~は 351 番であるが，表題の後半のアンダーラインカτ失われている。

/ 

3.従来の耕究

隠するニーチェ悶身の陳述が一般に知られる様になったのは，ポーダッハの著

fニーチコニめ縁壊J(ハイデ/レベルク， 1930年刊)においてパーゼル，イェーナ同病読め鶏獲が

されたことによってである。「患者はオーヴ、ユルベック教授とミ…シャーとに伴われて米

という文で捻まうているパーセ、ル錦絵の病踏め第1日(1)は次の文で終っている。「二匝特殊

感染をしたと練述寸る (2)Joイェーナ病院の病歴の第一日間の r3.震護jの中に r1866年，梅

毒感染付つという箇所が芸うる。後者に関してポーダッハは詳緯な注を付けているのであるが，医

ヴ
4
8
4命

喝

4
4
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跨がこの鱒所を記すに到った根拠については「満足 求めても空しいjと述べてい

パーゼル病罷め前掲簡所には後は特に注意を払わなかった。

ポーダッノ¥の舎を読んで¥ニーチふが隠していたという可能性に初めて触れたのはへルム…

ト・ヴルター，ブランである。彼はその箸「ニーチェと女性たちJ(ライブツイヒ.1931年子引

の後書九も潔とパラリーゼJtこ必いて，パーゼル務院でのニーチュ穣述とイニLーナ病翠の前掲

箇所とをボーダッハ惑から引用した後にこう述べている (205夏以下).rあとの方の出所ははっ
きり確かめられないけれども，窮め記載はニーチェ自身から出ている。本人の陳i患を疑うべき

椴拠は全くなL言。パラリーぞ患者も，凡ての構神障害者と問機に，全く曜性的な傍用出来る発

言ぞれ‘う持が多い。かつ，狂乱的な付込らいばりJとか日寺大妄想』とかはここには認められ

ない。勿論争次め…事が我々じは寄妙に思われる。平主主，手紙や私的記録において，宮"著作

においでさえ，大好調の積りでも実際は残念ながら大抵実に不安定で、あった健康状態について

あんなに詳しく述べ，時には気候や食事についての療饗関係の小論文とも言えるものを議いて

いるニーチェが，ニの感染もしくはそれの結果についてほんの一言も触れておらず，ほのめか

しさえしていないのは侭設だろう?彼の f痩心の人たち』の誰にもそのことを揺らせなかった

のは荊故だろう?さらに，彼のそ色々な蕗密のメモのrFにこの点に関することが全く載っていな

いのは再故だろう?彼の書いたものは凡て，純粋な f履縦書』の枠裂に向けられたものなのだ

ろうか?これらの疑問に対しては二つの解答しかない。その議な資料が実勢には存在していて

侍れの日かに現われてくるのであるか， もしくはニ…チェ自身が健康な雲寺期にその関係のもの

を凡て議識させたかであるムニーチェが知っていたのだということを強調しているこの発言

は，今までにニーチェめ梅毒意識に関してなされた最も3重要なもので、ある。しかるにブランの

関心はニーチュの性交の点にのみ向けられ，性交は本人の陳述したこ諮に限られるという

に入って行った。ニーチェの梅毒意識が女性たちに対するニーチェの気持に影響しなかっ

はないということに後が気付いたとしたら彼は彼の「ニーチェと女性たちjを全面的に書き直

したであろう。

ところで械にそれるが，ブランは「後書jの最終真において，ニ闘の性交で二顕とも

るということがニーチェの場合には大いにあり得ると主張した後に.rニーチェは何れの場合に

も感染を一一内濁的な穎擦の環白から一一意識的に招き寄せた援に思われる」と述べ，オッ

トー・ワイニンガ…，ゼーレン・キェルケゴールにも同様の事情があったので、はないかと推i射

している。嫡罪の気持の放に意識的に感染したというのはフラーケめ言う如く f分りにくい

ぞ(6つである o意識的に感染するということはそもそも不可能でおあろう。しか

から生じた|悩みがあったという可能性は，少なくともキェルケゴールの場合には，ニーチェの

場合と同様に，否定し得ない様に患われる。女性{後の場合には婚約者)に対する彼の矛盾的

態震と後め思考内容との故だけではないのであって， スパースの次め言葉を見付けた

。
合
d
性
宅

pl合
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のである。「キェルケゴールは『入信の審将を回避してはいItないからJと能額を訪れたが，こ

れは彼にとって罪であるものを恐らくはっ怒りと，争うべからざるように病と認知する

あってでもあった。彼はもちろん深〈失望したJ(内村他訳[鴇持病環学総論j中巻，昭和38

第8樹，岩波警察l邑 188s{)。キェルケゴールの場合払梅幸撃の決定的診鱗が不可能だったこと

は奮うまでもなし三。ヤスパースが梅毒意識の観点からキェルケゴールとニ…チェを考察しよう

としなかったこと，調べてみようとさえしなかったらしいことは，不思議であると開時に

幾念である。「ニーチェの梅毒意識jという観点は，産学者によっても釘学者によっても取り

げられることなしプランの蓮観はブラン自身によってもその後のニーチェ研究者によっても

かされなかった。しかしブランはトーマス・マンの「ファウスト博士Jの成立遜践に

款をした様である窃

作家ト…マス・マンは若い ら情熱的なニーチス読者であったばかりl:'なし並ならぬ

ニーチェ研究者でもあった。ニーチェ

ト博士の成立jを晃るだけで分る O ブランの

である{九マンが「我々の経験に照らして

行きと感染のことを述べた際に「意語的に

を彼が知侍iニ熱心に行なったかは， 1ファウス

ェと女性たちjを彼が読んだのは 1943

ェ哲学jの中でニーチェのニ鼓躍のケルン

自己処罰としてだ，と或る人たちは言っているj

と付記しているのは主としてブランを頭に競いてのことであったろう。マンがニーチェの「隠

の可能性を強く感ヒていたことは再書から明らかである。援速の如くアイ

チェ議筒二過を引用した後，:.:， 彼はこう響いている。「これらの悩みの性震と源泉とについて彼

が全く知らなかったらしいこと一一そして後の

頁)0?ンはこの点をさらに掘ってみるには到らず，

との間に埋没してしまった。

たちまでも! は理解し難しづ(12

f靖気Jとf天

パラリーゼに終った人たちの運命から作り出された(8)1ブァウスト博土Jは無論，小説である。

悪憲章と契約しての棒奪第三期の生活にあっては，病気は常に確実で決定的なものとして存在し

ている。しかし，ニーチェめ場合には，梅惑が直ったかどうかの決め手が無かったのであり，

彼は「確実性Jと「不議案性jとの間に謡れ続けたのである。ニ…チェにおいては，このニつ

め磯念が梅慈の厄介な性質と密接に鰐速していることは疑いないのでみって，これについては

後に述べる折を見付けたいと患う o

次に， 1ファウスト博士jめ場合は，契約で、あるから，罪と裁の問題が欠滋してしまい，最後

に機悔することで終るのであるが，ニーチニLの場合は選議問題が彼の後半生省?支配したのであ

る。マンはニーチェを f拡独に生れついてはいなかったのに犯罪考め狐独を主主告された人Jと

誇っており (9) これは鋭い替葉である。しかし「犯罪者の謀総jは適当でない。界がないの

関をきまける不遂にぶつかった， というのがニーチスの実状であった。精神的悩みが生じた。そ

して次第に彼は，梅幸撃を罪の報いと見なすクリスト教i護徳と戦わざるを得なくなった。その彼

一149-
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の上に，あたかも神懇であるかの知くに，次々と発作が襲ったのである。後は鰭くなり，激し

くなって行った。しかしそれは，彼が犯罪者だったからではないのであって，不当な運命を取

り除くことが総望的だったからである o 苦しい， しかも不治め病気であったG そのよに恥辱と

されている病気であった。いかなる人黙をも絶望せしめ得るであろう窮地からの脱出を試みる

彼の心の中には我々二十世紀の， しかも奥教世界の人鍔の想像出来ない様な活関が新たに繰返

し訪れたであろう。くじけそうになる持もあったであろうし，十字架へ這って行く者の気持を

も理解し過智るほどに理解したであろう。それらを嬉示している様に患われる苦言葉は多い。し

かし彼は進んで行ったのであり，最後まで倣然たる習を失わなかった。沈黙を余犠なくされて

いることが彼を犯罪者の心識に通暁せしめたことは確かであるカヘ沈黙者め孫独は犯罪者の誕

独とは議うのである。

を尽くさぬ説明ではあるが後に補うことにして，とに角~ iブアウスト の主人公は梅

ぴ罪との関係において慨に一 ェとは異なっている。しかし，ニーチェの内的外的な事慢

をかなりにふまえて梅毒の神的芸術家を作り出したマンは，ニーチェの梅毒意識に関心をす鈴、

た少数の人間の一人ではあった。

ノ〈ーゼル以前のニーチェ として出憶のもの

(1953年初IJ)はニーチェの痛気についての髄殺すべき

るブルンク著fニーチェ。青少年時代j

を到るところで(特に 100頁以下及

び 160頁以下は援要〕述べているのであるが，梅毒意識については次の如き見解を出ていない。

期ち彼は，医学研究の現状とライブツィヒでの梅毒治療に関するランゲごとアイヒパウムの報告

とに従ってニーチェの麻俸の梅毒起源を確実と認めがるを得ぬ詮を述べてからこう警察いてい

る， rしかし治療した援部たちはニューチェに，彼の病気の緩い性賞とそれがいすえれもたらす結果
とについて説明しなかったのだという考えが先ず顕に浮ぶ。そうで、なかうたとすれば，それに

関寸る彼の誌裁が1890ギーまでは一つも見当らないということの説明がつかないのである。ただ

いニ…チェ文態で一切の痕跡が抹殺され絶滅されたか或いは判時の日かに姿を現わすという

場合を除いての話である(10)Joこれはプランの水準を越えるものではない。ニーチェの謀議，沈

黙は，議底していたのだ。しかも彼一流のやり方で表現していたのだ。これをブルンクは突き

とめていない。しかし病気に対するニーチェの態度についてブルンクはこう書いている， rこの
病気 0868年 3月初めに築縁で落馬して以後の病気一一訳者投〕は確かに，一つめ純粋な災難

から発展してきたものであった。しかし，偶然，あるいは鍔黙の様に見えるものをも，運命と

して受け取ること，そしてまたそれを自身によって，かつ，自身をそれによって，恐るべきも

のにして行くのが，常にニーチェのやり方であった。それ"と、この場合にも，後には-J喜その庶

を強めたのだカヘ講気に対して或る特製な態度を取った。病気がどんなに彼を妨げようとも，

否，時には彼を線療させる様に患われでも，彼はa去をの患考と自身の生感情のために，常にそ

の病気から単なる健康人の決して味わい得ないあの炎味な蜜、を取り出すことが出来た。彼の
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異常な心理学的日月織さの富来はここにある(11ワ。これは含みの撃かな叙述であり，ニーチニLにお

ける梅毒自覚の可能性を彼は強く感、じている様に患われる O ただしこの叙述は， 1867年2n 20 
日のゲルスドルフ宛ニ…チェ書簡に 、ていることは確かであり，滞馬後の病気と関係づけ

て連べられるべ冬内容ではない。かっ，ブルンクは 189真において，落潟後の腎摘をニーチェ

の初めての胃鶏としているけれど¥ゲルスドルブ宛欝衡の直前の家族宛書簡によれば67i予1月

に激しい符と咽喉のカタルで、ニ…チェは駄床しており，ブルンク自身も 177災でそのことに触

れている。ブノレンクはゲルスドルブ議衡の利用場所を誤ったのだと誇わざるを得ない。 217

]どの「背後の姿と声J(これについては後述)に関する叙述にも難点はある。それでもブルンク

エと梅怒との擦孫をi鼠い続けていることは確かであると思われ，彼の警の序文で予告

されている「続くニつの巻」が姿を現わすことが強く望まれる。空襲の被容を免れたという京

を彼は訂正中なので、あろうか。現状の分らないことがもどかしく感じられるの

)3主

(l) 1889年1Fl 10日。ニーチェたちはこの日の朝7終45分にパ-，1:0レ到業，言まちに辻馬車で病院へ行った。

vgl. B苦rnoulliII， S. 234 f .ミーシャーはオーヴ、エルベックがトリ…ノで見付けてE主力を頼んだドイツ系

二L夕、ヤ人の歯科阪である。 vgl. ebd. S. 496 

(2) Podach: NietzschωZusammenbruch， 1930， S. 110. 綴i金の言葉zweimalspezifisch inficiert Iムラン

ゲ・アイ bパウム著，主義壁?訳 fニーチェJ(みすず議軽薄，昭和初年)の20交で「梅毒にニ隊慾染したjと訳
~れていて，ぞれはそれで良いのだけれど，筆者i立教て「特殊」と訳しておく o spezifischの言語は「標準医緩

議事典J(甫UJ金)によっても「特殊jの慾務長と共に「機数段J<7))玄I総会持っており，ニーチェが梅主義以外の伝
染病を意味した可能性.はないのだけれども，疑いをはきむことは出米る。、たとえばオットー・フラーケ馨

「ニーチェJ(初版 1946年，改議了淑 1947~)においてフラーケはイェ…ナ病歴記載の f1866 年感染j につい

てはニ…チェの糠述によるものと考えているのだけれど，パ…売ざん病療の「特殊」については，ニーチェが

その意味令解せず fこ[ij]のi林病」をそを自したのfごという可能後がある旨を述べている{改訂版171J(以下著書

照。)きりながら彼は， {;林織がニーチェの意識の中にあったという統拠を挙げてはいない。

(3) 1 Fl 18日。ニの8の午後;ニニーチェl立母毅とパーゼルの医師メ…り博士(ニ…チェグ)18/湾僚の長男で，ぞ

ムナズィウム時代iニニーチょにの熱狂的生徒℃為った)とに{すき添われて病院へ行った。 vgl. Bernoulli II， 

S. 236 u. 497 

(4) P凶器ιh，忠誠. S.118. この額所は既にベルヌリ委第 1著書432頁で公淡されていたc なむメーピウスも

パーセ、ル及ぴイェーナの翁歴の内幸子l!:知っていたことは，その繁[ニーチェJ(初版珍02年，再版 1904~刊

の終章によって椀らかである。

(5) Pod喜ch，号bd. S.158. ただしポーダッハは「ニーチェのノート撃事J!J(1963 ~引でやは見解を筆記えるに郵り，
f縫いもなく怠殺の糠述iこさきづく jとしている ovgl. Podach: Ein Blick in l¥'otizbucher Nietzsc加s，S. 159 

(6) O. Flake : Nietzsch告， 2. Aufl.， 1947， S. 170 

(7) vgl. Thornas Mann : Die Entstehungdes Doktor Faustus， .Fischer V巴rl時 1966，S. 20刷 7 ンがブランの

警を読んだ、のは，以前から持っていた「ファウスト簿二I:::JのiiI闘をど災行に移そうと考える様になってからの
ことである。ブランを読む遺言年の秋にはポーダ¥ソハの「ニーチェの綴壊jをサロメ嬢の望書と謀長iこ丁寧に読み

返レごいる。 v諺1. ebd. S.15 

(8) vgl. Thomas Mann : Brief栓 1937-1947ふ.FischerV思rl. 19臼， S. 309 

(9) vgl. T. Mann : Ni思tzsch邑sPhilosophie， S. 6 
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設診 R. Blunck: Fri思drichNi号tzschι Kindheit und Jugend， Emst Reinhardt Verl. 1953， S. 161 

在Debd. S.192 

4.梼毒と薬

ニーチェの生活と患懇との底にあるもの，

れは一種の寄金虫であった。権主義とはどうい

ェにとって深淵であり悪魔であるもの，そ

のであるか，当特は医学的にそして社会

的にどの諜に考えられていたのか，治療法はどんなものだったのか， という様なことについて

の知識が増せ法増令ほど，ニ…チニLめ陥った窮地が分ってくる。筆者の知識はまだ浅いけれど

も，肝腎と患われるものを記しておきたい。

ボールドリー著 f纏欝とのたたかいJ(中谷，松井訳，みすず番勝，昭和記長ド)によれば，

その病京体が阻ま主 (i勉の磁に対して或る菌が特定の菌であると識別することjどの

訳者注あり〕きれるずっと以前に伝染伎のものであることが分っていたもう一つの〔らい病及

びベストに次いで一一筆者注〕摘気の見本である。時世紀のはじめには，すでに梅毒について

は十分識られていて，その診断も容易であり，性交によってうつされることも分っていたので，

を跨ぐために種々の紡御手段を講ずることもできたJ(4頁以下)。立JljBsニ務「病気の社

会史J(日本放送出版協会，昭和46年}によれば， r揚毒がはじめて大琉をみせてしばらくの
間というものは，性交との関連が正確に理解されず，また樺毒のいわゆる第三期症状と初期発

とが同じ病気でみるということもはっきりとつかめなかった。そこに当時め菊気にたいする

宗教的観念;カ吻詩わり，このけがらわしい病気は神によって下された天鰐であると神学者たちは

論じた。梅毒補者は，聖ディオニュソスと聖ミヌスとを保護襲名ぬとし，当時その社総に巡礼す

ることがはやった……性交によって信染寸る感染症であることがはっきりとしてきた 16世紀

半ばになると，この梅毒病者は没入から罪人視されるようになった。そして，その療法として

断食・議下，それに水銀療法によるはげしい発汗療法は，それにふさわしい部と考えられたJ

(106頁以下)。シゲリスト者「文明と病気J(松藤訳，岩波新書)によれば， iルネッサンス

代は性の題題では非常に宜容であった。娼家はー絞に認められ，誰も随分が感染したことを簡、

そうとはしなかった……中島義階級の勃興とともに事情が根本的に変った。 18t後記の聞に梅毒に

たいし新しい態震が主主れ， 19世総になって有力となった。中産階級は最初から性的故三さを非難

し，家挟め神懇を強調した。純潔あるいは少なくとも純潔のみせかけがその成災に要求された

…性病にはふつう婚嬬外の性交によって擢るo したがってきfせい者は数恋な人間で・岐を破っ

た者とみなされた。その者は恥そかき，家族は甚だしい揺辱を感じた。梅怒とi林病はなみの病

気ではなかった。それは声高く誘えない恥ずべきものであ久雄かにりっぱな社会ではそうで
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あった。遊興後感染したことの分った若い人は自分の病気をかくした。 な窪療を受ける金

をもっていないと，随分の父親の動力を求めるよりはやぶ隠者の所へ行った。……宗教界には

性病が罪に対する適当な穏であるという考えが誌がっていた。コンドームの使用はすなわち3撃

を犯した体の部分において罪人を罰するという神の意志を無視するという理恵から， 1826年教

皇レオ 12世はそれを禁止した。本世紀の始めにおいでさえエールリヒのサルバルサンの発見に

よって深く心の平静を乱された教会の人々がいたJ(上 115夏以下)。

次に梅議治療の窪史。梅毒流持の最拐の頃にはJ大学出身の産者は，この新しい病気にたい

して手を下すことを拒み， この詩人会下級の床経喜三者や湯E議院者におしつけた。彼らは男子擦に

たいナる古い療法であった水銀から得た膏薬で故隠よく処援していた。 ドイツの人文主義者で

/レターの協力者であったウルリヒ・フォン・ブッデン (1488 1523汁ふ嬢蒸式の水銀療法

をうけているあいだの苦痛について身ぶるいするような描写をのこしている……そして多く

の者がこの療法中に水銀中毒で死んでいった。一方， より効カのある療法としてはやった
ユソウポタ

のが撒播木(撃なるインドの樹)の処方であったのこれが大援をに新世界から輪入されたJ( 

の社会史J107 Ji)。 それから 16世紀半ばには，就に引用した議に， r断食・寓下jが加わり，
水銀の丸薬を与えた持代もあった。「携を撃は伺世紀をも過とて世界的な問題であった。……この

疾患の重大な結果を考撤していつの時代にも沢出の治療薬が工夫されてきたが，いくらかでも

蒸の効果をあらわした機ーのものは，皮膚にすりこまれる水銀であった。しかしこれには限ら

れた嫡値しかなしときにはほとんど縄気関等に惑い爵作用があることが鳴らかとなった。エ…

ルリヒが最後に，安全で‘しかも効果のある薬剤を殺に提供したとき，この彼の勝利を歓迎する

巷の熱狂ぶりは実に想像を超えるものがみつだJ(ボ…ルドリー.81頁)。この様な次第である

から 191投結後半にはまだ確実な治療法はなかったのである o

怒らに梅議には時代葦があり，個人道があり，はっきりした症状が次から次と現われてくる

場合でなけ ったのかどうかも分らなかった。ゲン も今もあるが，古代のエジプト人

のガンと 20世紀の日本人のyゲンとでは，その生態がちがう。同じ梅毒スピロヘータといっても，

時代によってその性状を異にするJ(r病気の社会史J11頁)。拐めの頃の梅毒は「今日

はみられない兇悪な急性疲状を示したJ(間一議， 105頁)。しかし症状は次第に激し§を減じたの

であって江文明と病気jよ116頁参照).最近のわが掴の某新開によれば「症状が皮膚に現わ

れたりする顕性格識は少なくなっている半面，自 いまま進行する早期讃伏性梅毒が

増えているJとのことである。この隷に梅惑もf也の病気と同課に，時代によって性質が異なる。

その上に鎮人差が大きいので、ある。同じ権毒議でもそれが街る寄金が異なれば簡の作用が呉な

るのは当然でいある。「第二期(パラ疹の雲寺鶏)が決定的に終ってから生慌の爵， {可も琉われずiニ

直ってしまうこともあり，しかし 5乃翠20年或いはもっと絞ってから第3期症状が現われるこ

とがし詳しばあるJ(1) 0ニーチニLはパラ疹の持諸に駆梅療法を受けたとのことであり{ランゲ=
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アイヒパウム著，薬野訳「ニーチェj，みすず書房， 27真入それは水銀を用いたものであった

ろう。パーゼル持代のニーチェは，霞師からの続往症に関する質鵠に対して，かつて

療のことを替わなかった犠である。(イェーナ入競後のニーチェに対しでは水銀塗布が行なわれ

た時期がある(2))0 ニーチェは次第に農務に頼ることをやめ，自分で医学，薬学を研究し，自三

処方をする様になって行った。ニーチェが自身の体内に注ぎ込んだ薬の種鏑と量は非常なもの

であった。それらの薬め爵作用を思れつつも後は「実験Jを継続した。それで「体内の悪魔(3)j

は主主々恐るべきものとなった。

どころで，最近の梅毒療法を調べてみたら，サルバルサン浄!とペニシリンに蒼鉛灘が併用さ

れ，法度ァラリと水銀塗布は第3期の特定め症状にのみ用いられるとのことである判。ニーチェは

蒼鉛剤を使用した。 1888年10丹14B yゲスト宛， rそのj二，私の健康は一種めショックに勝てま
せん，これは少々長鵡家るー謹の赤痢Dys加工erie ドイツ語では f筋痛Kolikj)のために担こ

るのです。夜、は最初はや畿なのだと患いました。けれども普通の薬，驚鉛とド…ヴァ一散薬が

効果そ示してくれました(円。ドーヴァ…散薬は下端に対する薬とのことであるが汽蒼鉛剤は

単なる騒疾患には使わないのではなかろうか。侍れにせよニーチェは「普通jでない薬をも色々

と使ったのであって，彼の室は薬局の拐さものだったらしい問。序で、に余談めいたものになる

が，梅毒に欝する{谷語を競べてみたら， r梅幸答治療のための水銀」のことをf谷に同むというの
である。 f体内lニ水銀を持っているjという言い方もあるが， r五体に(設いは骨め中に)鉛を
持ってし、る」というのもある(8)。この醤い方は，単に手足が疲れて鉛の擦に濃いことを?表わすの

に普通に用いられるけれども，ニーチェの場合には住を要する。ツァラトゥストラ第3部の

「幻影と謎Jにおいては「重圧の重量Jが f鉛を私の耳に，鉛のしずくめ思想を忽の脳髄にぽた

ぽたと注ぎ込む(9うのである。「重[fの霊」が梅毒または梅懇意識であることは疑いないのであ

，
 

)
 
t
 

とL、ぅ を用いた時のニーチェは劇薬会，思い浮べていたであろう (10) もしかすると

体内め水銀をも。

梅毒とは医学的にどんなものであるのかを若手課べてみた。ニ…チェと関係のある

を配したい。感染と発病との問題はすべて癌主と寄生体との鵠の複雑なからみ合い，すなわち

「議主対寄生体の鵠係jから理解されるべきであり，その根底にあるものは「寄生現象j

parasitismということができる(牛場大蔵著 f繕菌学入門，南UJ堂，昭和40年改訂‘第9)坂， 72

賞以下参照)。梅蕩め綾選中にも「種々の複雑な宿主対寄生体の関係が見られるが，第1， 2惑

と第3期では成因的の楚のみならす二免疫的にも異なったものが存するであろうとも考えられ

ている……体内に病原体の存する際1)，次の感染に対して免疫であり，病気のやj績に北学療法

によって完全な治療を行なえば，再感染が成立し得るj(罰247頁)。だからニーチュニが「二罷

感染Jと言ったのは，最初め感染がーだん渡ったもめと考えていたのであろう。しかしながら

もっと重撃をなのは，ニ…チェの思考の中で，感染Infektion，寵主Wirt，寄生体Parasit，

山
内
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Wurm，寄生ParasitisIτlUS或いは Schmarotzertum等の按念が突に活発に機いていることで

ある。

ツァラトゥストラ第3部の子抜復しつつある者jの第 I節に verschlafenerWurmというのが

出てくる(11)。ニの Wurr況は何であるかについてさまさFまな解釈が現われた。永遠距帰の教えを

指すという説が多い様である。しかしこれは虫なのである。はっきりと f寄生虫Jなのである。

この第 l務は.D匿駄を伴う頭鶏がやってくる時めニーチニL自身の矛議した気持を表わしている。

Wurmこそは「深潟(12つであり.r深識の思想Jであり， r怪物(13)Jであり，後の「呼吸をふさ
が14)J者である G そして時吸をふさぐ者の名が f葬jであることは次家によって知られるれへ

「深識の思想jは噸吐を催させるのであって，1丹環の代弁者jが知何に勇気をふるって立ちl匂っ

ても敵し難いのである。それにしてもニーチェは彼の内心の悩みの本体を何と多様に，そして

分らない様に表現することか。苦言に引用した f幻影と鍵j及び第3部の「重慌の霊jをも併せ

ら1/. ニーチエdまWlはrmの， Parasitの芸術家であった，と誘いたくなる(16)

注

(l) G. Klemperer: Grundris der klinischen Di昌吾郎stik，27. AufL Maruzen Company， 1955， S. 31. 異っ

た症例に接していれば，得られるデータが主義ってくるから，主主~~支や年数i立文献ごとに遣を予の相違がある。

(2) 18 Fl 17 B 0890年)。水銀主義移やiとJ(Podach， ebd. S. 126)。
(3) グロイター絞V2に絞っている二つの遺稿文を立宣言号しておきたい。

15 (50) (1881年秋}。ツァラトゥストラは言った，友らよ，これは新しい教えであると芸名に勢い薬fご

れは諸君の口には会わないだろう。だから，緊い病人たらがやる様iこし給え “これをふ一気にぐーっと欽み込

んだあとで君主ぐに，諸君のねのやをまた総務にしてくれ絡穫の記憶をどましてくれそうな何か甘くて香ばし

いものを欽み給え。それでも効めがないことはさどかろう，何故なら籍軍きは今や，私に好窓会縫いていない牧

綴たちが縫うであろう議事業を用いれば「体内に警察穏を」持っているのだからね。

16 (1) (1881年 12月一1882年 1Fl)。医学に&-tる処方。一「これらは会〈新しい教えであり全く絡し

い薬だ。これは筏々のねに会うものになりそうもないりと言著者は私に言う D それでは是非，事費い病人たち

重量善意がやっている様にやって見紛えーその薬を一気にぐーっと飲み込んで，それからさらに後七諸君の日

の命令また締獲にしてくれ，言者数の記憶をだましてくれそうな侭か甘くて香ばしいものを飲み給え!それで

も「効めJ がないことはなかろうーそのことは保証するよ!何故なら務教は今や，?ぎの医療亙争r~若君たちの凡

てが務主主iこを雪うであろう言葉を用いれば「体内iニ懇魔をJt守っているのfどからね。

侮れも，体内に悪尊重さと終っている務のみの書き得る文である。ニーチェめ磁の中で務主義と道徳的な章容とが

紡ぴ付いていることが，牧師と医者とが緩換可能である点にみらわれている。織を撃(雰)を根絶するために

主主家込んだ草案(永遠回帰の教え}もその副作用の面では炎張り一様の畿であった。序でながらニ…チェは 1880

年哀の遺稿(グロイター絞V1， 4 (62))で fわがi勾のゆには空襲が佼むjというパウログ〉言言き認をヨi用して

いる。

(4) vgL Das gro呈eillustrierte Gesundheits Lexikon， C. Bert記15m丘nnVerL 号52，S. 851 

(5) Hanser III， S. 1322 

(6) vgL Mey日rsKonv母rs品tionslexikon.

(7) vgL Ni etzsch記sBriefwechse! mit Ov合rb<記ck，Nr. 135 

(8) vgl. Sξx im Volksmund. 

(9) KGW VI 1， S. 194 
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立時 ニ…チL にとってー滋一滴が問贈なのでJうることを示す…伊jとして「襲撃光J83番がみる。

紛 KGWVI 1， S. 266 

([2) ebd. S. 267 

([3) ebd. S. 269 

5毒患bd.

([5) rアンテ1;7リストJ62節に f繋という!il.D巴rWurrお おrSUndeJが出てくることによってもゑと苦手との
一体肢は紛らかである0

([6) r人間的JII の r~ まさfまな怒Ji!，と緩言J 3511番に出てくる Wurrnと「人間的J1 6151番のParasitとが同

じものを殺していることは明らかであり， r人関的J1の617番そも併せ読めば一懸啓発される。序でながら
「ワーグナ…の場合j第3僚に f宿主WirtJが出てくる。 KGW'IlII2，11胞のにも同様の館所がみる。如

何にニーチェが「宿主J(7)浮きを感じていたかが分る。

5.初感染前後

クリスト教鍛郊の喪失はお世紀後半の知識人のー殺的風潮であり，プフォルタ校のニーチェ

は自然にクリスト教から離れて行った。 58年 10丹に入学したさき初は「自由」という譲葉や「衿

は善でも懇でもない。人間的概念を超越しているjという様な考え方に接して(1)とまどいを感と

たのではないかと思われるが， EI El3な精神的成長を求める少年が新しい環境の中で家族や故郷

を，そして従来の自分の摺仰を，宗教一殺を，一層広い視野において見る様になるにはさして

持識は掛らない。少年ニーチェは夜逆児としてクリスト教から離れたのではなく，別離の悲し

みを味わいながら自然的成長会選げて行ったので為る。一幕劇 Fフ。ロメートイスjの製作，シ

ラーの「群議」への感激からヘルダーリン，パイロンへの額舗に到るまでの発壌はプブ才ルタ

時代的前半のものである。ブフォルタ待代のニーチェの生活と精神的変色とについて詳離に述

べているブルンクは，クリスト教が全〈ニーチェの思考の対象とならなかったことに注目し，

f彼め精神の方向はクリスト教によっては規定きれなかったjと書いているiぺ柔軟な少年の魂

は健やかに成長したのであり，少年ニーチェが提われない公平な鰻でクリスト教を見ているこ

とは「運命と臆史(3つからも，また悶じ壌に二人の友(クルークとどンダー)識に出した手紙の

断片似からも見て取れる。

ボン時代になってからのニーチェにもクリスト教への敵意という穣なものは全くなかった旨

をドイセンが述べている(5) しかし少年から青年への移行顛は戎逆的な時期であって，ニーチェ

め自由衝動が実襟行動の行き過ぎを生む様になる c ブブオルタの第二学級上級の頃にはなまけ

であり，謀術家的不最少年と殺しく交わったり汽校外で泥酔したため外出禁止をくったりし

たことのあるニ…チェが母親の眼の壊かぬボンで、学生生j蓄を始めた時には， もはや彼は母親め

道徳的説教の彼方にあって，学生語体フランコーニニアの一員として槌分と金使いの荒い生活を

し，新生活に伴う華客びと苦しみとを味わった。その聞に[全く心線学的好奇心からであったに
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せよ{勺鵠婦に接したということはあり得ょう的。

感染がiIでン時代のことかライブツィヒに移ってからのことかは決定し難いけれど，ライブ

ツィヒでの治療についてのブルンクの見解(9)は妥当と思われる。すなわち初感染は;示、ンで，治

療はライブツィとだったろう o当時のニーチェは果敢に認識の議を歩んて幼いた。65年6月11日

ボンから妹宛.r神と世界と鰻鋒とについての親念を持て全く快適な気分になることがそもそも

肝腎のことだろうか。むしろ棄の掠求者にとっては，随分の探求の結果は正にどうでも良いこ

とではなかろうか。一体，我々は我々の搭求の際に，安弘平和，幸嬬を求めているだろう

否である，ひた寸ら真理をだ，それがこの上なく恐しい醜いものであってもだれ円。

7Jミから 8月にかけては，ひどいリューマチ性麟痛。秋にライブツイヒに移り，ショーベン

ハウアーを知って没頭。f根拠の原理jを読んで記したものと思われる文の最初の部分じは， r私
の研究めブランはこうで、ある。まず経験的に人揮を知ろうと患う，そしてその際に在来の知何

なる罷得にも支配されない積りだ(11)Jと記されている。この様に笑践的な意意、欲喜安ど持ち続けては

いたけれどもライブツイヒ自時寺代のニ…チエは文獄学に打ちi込ふんで

6酪8.1'年ド秋ゑか詠ら 6的9年春まででトの鵠に書カか込れたと推定2さきれている白f諒去的手記の…つiにニ， ;j;'ン時代を

嘆いている次の様な議所がある or六年在学の後に，きびしいけれど有益な教場だったブフォル
タ校に別れを?告げて私はボンへ行った。ボンてや手ょが気付いて驚いたのは，その様な選手誇侯鮪設

学校の生罷が大学に入ってくる時は知育の菌では優れているけれども訓育は成っていないとい

うことだ。彼は多くの事柄をひとりで考えてきた。そして今や，それらの考えを表現する才能

が彼には欠けている 0 :9::性たちの教化的影響についてはまだ何も経験していない。書物と慣習

とによって彼は人生を知っていると思っている。しかるに今や彼には一切が爽iニ異議にそして

不快に思われるのだ。ボンで私はその隷な状態だった。ぞれらの不都合を除去するために私が

取った手設の凡でがうまく選ばれたものであるとは限らなかった様だ(12)J。彼の除去しようと

した不都合の中には女性についての未繰験も入っていたと考えて然るべき文である。

同じ頃のものと推定されている重要な手配があって，これには編集者によって， r非常に大き
な興奮のや き付けられたことは疑いないjとの後注がイすされている。「私が恐怖するのは私

の格子の後にいる恐ろしい姿のものではなくて，ぞれの声だ。実際，それの言葉ではないので

あって，身の毛めよだっ不明瞭な言い方で発せられる非人間的な音識なのだ。ああ，何とか人

関が話す様に話してくれればいいのだがい13う。

ブルンクはこの手記に強〈注目した。「彼が20年後に入り行くことになったあの毘からの使

者の如くにjニーチェに話しかけたものをブルンクは「デ…モンjなりと考え， rt皮はこの彼の
デーモンをその後い顛期決して眼から離さなかったJと述べている(14にこのデーモンについて

の記述は明瞭で、あるとは言ぃ難し狂気の予感の立尽きものを感じさせるだけであるけれども，

「彼がそれ〔デーモンーー と戦ったのであること，それに打ち勝ち，そしてそれを 20

円，

e
に
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年!務t!1lえつけていたのであることを我々は知っているjという述べ方は彼のデーモン説の設な

らぬ深さそ示している。ブルンクの後にワルター・ニッグ、がiiりらかのお覚Halluzinationと向

るわけには行かないjと述べてブルンクに反対し， r不可視的世界からの合箆Jであって
f形而上学的解明jを饗するものとしたけれども (15) 彼の試みている?形路上学的解明Jはブ

ルンクのデーモン説，或いは幻覚説を引診のばし くしただけの鏡舌的なものである。

我々はブルンクを一歩押し進めなければならない。デーモンという様なあいまいな苦楽をや

めて，梅譲渡識というべきである。これこそ， r悲劇の誕生jの奥底に潜んでいたものであり，
i主役を産学，生理学に駆ったものである。ただし 1873年に到るまでは，直ったかも知れな

いという気持，第三類症状には到らずに済むであろうという諮待が強かった。生活不可能め恐

れを抱かせる身体的変調が生じなかったからである。しかし不安はみった。震大な疲状が前時

じてくるか分らなかったからである。梅穣i二対する内心、の戦いは文献学研究と並行して行

なわれていた。それどころか，その戦いがあったからこそ，文献学に，悲麟研究lニ，~らにワー

グナーに打ち込んだのである。彼は死を恐れず，認箪も Lた。梅毒意識が氷の如きものであっ

たからニーチェは火とならざるを得なかったのである。それを特によく示していると思われ

るこつめ作に触れておきたい。一つは有名なものであり，一つは無名に等しい断片である。

(l) vgl. BA W 1， S， 48 f ， 

(2) vgl. Blunck， ebd. S. 71 

(3) 1862年春めものである。この論文及び同時期の「主主念の院自と運命Jt二対するブルンクの害事織は遜大評価
であることをここで議っておかねばならない。これらの論文はニーチ;r..(l)成長を示している点、では興味ある

ものに淡いないが，その思怒内容はエ?スンの「運命」と殆ど向じであって，ニーチょにがよ!-"7スンミ野 f処生

論J， ミエールベルク乳ライブツずと 1862年刊，第一童話，遂frrJから行な勺た引用文については， BAW 

n， s. 4371二注がある。 f遂命jの邦訳は岩波文芸撃?ニ工マゾン論文集j下巻に絞ってお 1)，ブルンクが彼の
絞め81ftで主将げている「笑託主義的なJf:到jもエマスンの方がはるかに豊富である。

(4) 1862年4月278のもの。 KGBI， Bd. 1， S. 20lf これは BABI tこは S.188f. tこ，そしてBAWH， S. 

、
明
郎

63にも号室ねて載ってし苫る。

(5) vgL Deuss邑n，ebd. S.26 

(6) vgl.日bd. S.5 

(7) Blunck，日bd刷S虐 110 メービウスも大体同じて二「知識欲からjと考えている。 vgL Mむbius，ebd. S. 50 

(8) 当時の学主主主主治及びフランヌーニア会長ニーチェについてScheuer Friedrich Nietzsche als Student 

(1923)が詳しく迩べている。

(9) vgL Blunck，巴bd. S‘161 

Q時 KGB1， Bd. 1， S. 60 

QD BAW 11¥， S. 131 

Q21 BA W V， S. 254 

践的d. S. 205. ブルンクi土、これをシュテファン・ツヴァィクの収集品としているが (vgl刷 Blunck， S象

218)，シュレヒタiこよれば関淡いである。 vgL Hanser 11¥， S. 1361 

日出 Blunck， S. 218t. 

Q5) W. Nigg : Prophetische Denk日r，ArtεffilS司V州在g，Zurich， 1957， S. 439 
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6. r悲劇の誕生jと戯曲 fエンベードクレスj計画

「悲劇の誕生Jは恐ろしい#品である。特に第20節の末尾におけるディフTニュゾ

は[托と悪魔をつれた騎士jからでなければ発せられることはあるまいと思われる匂「そうだ，

わが友らよ，デイフずニュソス的主主を，そして悲離の持生を私と共に信ぜよ。ソクラテス約入閣

の時代は去ったのだ。きずだで顕を飾れ，そしてテュルソス(1)をそ子にとれ，そして虎や豹があ

まえながら殺らの藤元に横たわってもいぶかるなかれ。今や，敢然として悲溺的人間であれ。

君らは救済されねばならないからだ。君らはインドからギリシャへのディオニュソス祭行列に

ついて行かねばならない!激しい戦闘のための用意をせよ，しかしらの神め資跡を信ぜ

よい2)J。これは，奇跡が生じなけれ正勝九百のない戦騒を覚悟している者のみの発し得る言葉

ではなかろうか。 1886年にこの替に付け加えた「自己批判の試みjの第4節でニーチェは「心

なj質問， r生礎学的な」質限，さらには「精神購読のための」質問をも議出している。
色斑学的なj銭。鵠はこういう費関である， r悲麟的及び喜劇的芸術がそこから えた狂気，

ディオニニュソス的狂気は初得なる意味~持っているのか? (3)ムニーチェは，彼自身心開しては，

はうきりした生理学的な答を持っていたのであり，ぞれを狂気Wahnsinnという別の名前で呼

んでいるに滋ぎない。「ツァラトゥストラ如法説jの序説に，r諸君が接種されねばなら
と欝かれているあの狂気がニーチェには「悲劇め誕生」以前に誌に「按棟Jされていたのであ

る。オットー・リベック(々ール大学の文献学教捜で，ローデ会招いた入。 1872年秋からはハ

イテソレベルク)がW.ディルタイ尭に幾いた批評は好意的なものであるけれども，それでも，

f少々の愛らしい狂気と発醇中のぶどう汁〔資春の;窓…一一訳者住)Je v、う援護が克られる判。

な作品 f悲E誌の誕生Jについてはこれで止めて，それと大体時を将じくしてニーチェの類、

の中にあった戯曲「エンペードクレスJの草案加について法べたL、。住目されることが少ない

ものであるけれど，青年ニーチェの「狂気jと覚情がなまめ形で現われている草案なのである。

戯曲「ょにンペードクレス」の第一稿は 70年秋から 71年にかけての爵のものと推定されてい

る。 70王手棄に「ディオニュソス的世界観jを警察いたニーチゴーは看護人として独仏戦争に従箪し，

なってナウムフソレクで静養してから 10月下旬にパーゼルへ戻ったのであるが，既にナウ

ムプルクで後は「悲劇と自臨精神J(剥綿は「音楽離の倫理的・政治的意味についての諮考察J)

のため色々な考えを記し詰めていた。この論文のそットー(9月22日に舎かれた〉は次の如く

である， r悲艶の母体を見付け出すためには，考察の深擬を恐れてはならなし為。母体は郎札意
WiIle，校想、Wahn，苦痛Wehである (6)J。これに続いて載っている諸考察は

の怠恕習に属する極めて興味深いものであり，その中にヱンペードクレスが現われてくる o

ンベ…ドクレスは純粋な悲劇i的人間で坊る o彼がよ乙…トナにとぴ込んだ、めは 知織衛重さから

だ!彼は芸術にあこがれ，そして知識のみを克出した。しかし知識はファウストを作る{勺。「何
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国でもよ丸一トナにとび‘込もう (8)Jという凄まじい言葉で始まっている文も克られる。戯曲 iエン

ベードクレスjの第一楠は，嬬築者の後記によれば，これらの諸考察と荷ヒノートのやにある{則。

ヘルダーリンの「エンペードクレスJに対する少年ニーチェの感激は，友人への手紙の形式

て提出した作文{聞にはっきり現われているけれど，ニ…チェが今考えているのは，それ

の改作という様なものではない。彼が描こうとしているのは彼自身をである，その本伎は実に

ヘルダ… 1)ンと似たものではあったにしても。

第一稿には三つの案が含まれているo第一笑の末窪はこうである， i彼は畏衆が不治であるこ

とを?認識したので，民衆の総裁を決心する(1l)Joこの考えはニ…チェのエンペードクレスに常に

fすきまとっている考えである。第二案は，ほんの断片である。第三案で初めて三幕の体裁

えるに到るのであるが，最も誌思すべきはその中の第二幕である。 f恐ろしい悪疫(12つが現われ

てくるむこの「悪疫Jに対してょにンベードクレスは「ディオニュソス的ノ〈ッカス祭jを催す。

そこへ掃人が驚場する。この婦人は持ち「自然Jなのであって，正体を現わした「自然Jを克

てょにンペードクレスはぞ、っとするのである。

それを解くために，第一縞の少し

いる)の第一案と第ニ案とを…絡にし

とは， r自然jとは，やJであろうか。
と推定されている第二捕{関つの案を含んでい

な点を挙げる。悪疫は恐怖と とによって法染

する種類のものである(第一案入ょにンベードクレスは泌怖と馬情から免れているのであるが，

ぞれも，女主人公{悪疫の対症薬として鑑される悲劇の)め行為が行なわれないうちのことで

ある(第二案)。この「女主人公の行為Jが何を指しているかと言えiふそれは， r脇役が死ぬ
時に彼女がその~のところへ駆け寄ろうとするj ことである o ヱンベードクレスはその時に彼

を号 I~ とめる。これがエンベードクレスめ伺情である。そしてこの間清は恐怖の原因となるむ

何故なら，何度iどは彼に対して心を燃やす」ことになり，彼は「自然、を見て戦傑ずるjことにな

るのだから。

きて，考えてみるに， r器、疫Jは馬情と恐怖(何れも認さを示すものとしてニーチェにより排
斥された)によって伝染する感染疲である。エンベ…ドクレスは女性によって時i曹と恐怖に捉

えられるのである。女性の正体である f昌然jとは，即ち Wurmではなかろうか。「悪疫J

もがな。

この「懇疫jの怯染に対する「対症薬Gegenmittel Jがデ、ィオニュソス的ノ〈ッカス祭であり，

悲裂である。ニーチぶという人は恐ろしい人である。彼によれば，ディオニュソス劇はギリシャ

人にあっては「後らの宗教の最も業鰐な行事(1勺であったのであるが，後がここで持ち出して

いるものは全く古代的でない。エンベードクレスは宗教と接術との欺繍性を認識した後に，

教と議争Ji:rとを利用する暴君ぎとなり，益々 冷酷になってjいるのであり(第一議第一笑)，その後

が催す祭は当然，底意に満ちたものであることになる。エンペードクレスの同情心が絶滅欲と

結び、付いていることは第二稿第二業によって分るのであり，それほどに彼の厭世的認識は強い
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のである。

第二稿第1m案i主主i革審の構想、て、あるが， これの第五幕に到ってエンペードクレスは「穎雰の死

による再生を期待するムこの第四案が最終的構想、であって，第三積 (71玉手初めのもの)におい

てはこの案の第一幕冒接的場面を書き始めているのでみるから，その最後の幕においてエン

ベードクレスが自身を「無般の罰に悩すると感じているjことは援要なことである。 f鰭罪の

歌(I勺からの着想、であろうが，ニーチェ自身め脳中にしばしば去来し， i皮が挺認し続けていた

窓、念であったことも確かであろう。地人に言えない協みの議圧の下にあったが放に彼は単なる

文献学者ではあり得なかったのである。彼がディコナニュソス崇拝をゐれほど力会こめて叫んだ

のも自身の病気を議していたからに砲ならない。「人間的J1の 214番の後半は次の如くであ

る， r..・H ・たとえば，ギリシャ人は拐鶏の数世紀の際，神経性疫・病(てんかん，舞踏鵠の類の}
の大流行に'1滋み，そこからバッカスのA女という素晴しいタイプ合作り出したのだ。一一一却ち，

ギリシャ人は決して頑丈な健康を持ってはいなかったのだ，一一彼等の秘密は，病気をも，そ

れがカを持っておりきえすれば，神として崇持するということであっ

、主

(1) ディオニュソスとその信徒が持ってい

(2) KGW m 1， S. 128 
(3) ebd. S. 10 

(4) vgl. Mobius，ぬd. S.89 

(5) r悲劇の議集Jiま実にゆっくりと成立した作品なのであって，戯幽「エンベードグレスJはぞれの準備期
の一つの試みである。 vgl. Bernoulli 1， S. 162ff. なtf，c:の時期の若塁線ノートがまだグロイタ…阪で刊行
されていないためGOA第百巻lニ依った。

(6) GOA lX， S. 100 

(7) ebd. S. 123 

(8) ebd. S. 128 

(9) 告bd. S. 469f‘ 

錦 BAW II . S. 1ft. 1961年10fi 19 Bのもの。 17裁になったばかりの少年の若さ治情。つ倣りはあるが，慾

康1](二対する皇室かな感受性を示している。

UD GOA lX ， S. 130 

立2) Furchtbar企Pes仁 このPestは， l主によって伝染する特定の病気「黒死病jを意味しているのではない。

ドイツ言語の P苦渋は悪疫一時宣告とおす場合が~いのであって， r人間的JIIのfさまさまな意見と篠宮室J304番の
P母はも「悪疫jめ窓隊である。「ディオゲネス・ラヱルティウスJ(アベルト訳)努~2 巻 123 策では「ある疫

病患in日SeucheJで為ワ，実体も「巣死病J"C-はなさそう℃ある。

Q3) GOA lX ， S. 118 

U4) vgL Diogenes Laertius II . ub記rs討ztund erlaut訟はvonOtto Apelt， Leipzig 1ヲ21.S. 126 u. Di邑ls1 ，S. 

264ft. 
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7. 1873年の穣嬬

ニーチェ おL、 も 1873年である。この年からニニーチェは地畿の苦しみ

;ニ入ったのであり，デザオニュソス的ニーチェ薮簿を無税寸る態度を取っていたニューチェは

道徳との鴎争に向きを変えま会めたのである o この変化は同年春に姶まった服病と密接に務係し

ていたのであって，この思病こそは問題である。筆者の調べたところではニーチェが「眼の痛

みJを訴えたのはこの時が初めてなのである。今までにこのこと した文献が見当らない

から，これはニーチェ とって であると思うので，少しばかり 豆ら夕、

る し、。

ニーチェはこの年. f夏活祭休みを利用して 4 月 5 日にパ-~")レを出て翌日パイロイト

キーノしからのローデもやってきて一緒に滞衣。 12日にニ人はノくイロイトを辞してその晩はリヒ

テンブェルスで治る。翌朝，十四基望者寺院へ散歩の後に飲んで別れ，ニーチェはパンベノレグ

自で、、ニュ/レンベノレクへ行き (2) その日の午後と受は日一杯とをそこで過ごしてから夜行でリン

ダウヘ期い，十五日夜にパ…ゼルに到務した。そしてパーゼル僚籍後に家族宛に書いた最初の

手紙 (29日)で，務め不調と時拐の妓痛を訴えているのであり，これが，磁かな証拠

めての眼痛なのである。

ニーチェは来，肢が懇かったことは確かである。鵠説であり強度の近視であった Q そして

頭痛持ちでもあった。しかし痛みを伴う践病はなかったのである 2 ニ…チェの生来の綴痛を肢

のせいであるということにしたばかりでなく，娘痛もあったことにしてしまったのはニーチェ

め妹なのである o 股鶏に関して妹が行なったニーチェヂ記鋳造は統拠が既にあがっていること

るが，まだ気付いていなL 多い様であるからこれについて先ず述べることにした

L 、。

1858年夏に議事かれた自伝「わが生法より jの終りにiまいところにこういう丈がある， iその撲

な幾多め決心をし，死と堕落という小説を幾こうとさえしたほどであったのは，私カ霊祭館学級

の後学期に頭痛のためi語学を許きれなかった持のことである (3)Joところが妹は彼女の著

チニL伝J第一巻 (1895年刊)において「わが生渡よりjから長い引胞を行なった際に， ， 

級の後学裁に頭痛のためj そ「この前の夏に妓痛のためJと変えた{ぺ「この前の哀にjと変え

たのは，ニーチょにの休学をあいまいにするためであろう問。しかしそれよりも震要なのは， r設
痛のため吋と変えたことである。原文を変えるということは， けれ誌やらない

ことで、ある。ニーチニL自身によってもプフ才ルタの医師の診断的によっても股痛ではなかった

のに，妹は，ブブ才/しタ時代の頭痛安全体的に「眼と頭の痛みjということにし

ェ訟j第二巻第…部 (1897 )ではブフォルタ時代の頭痛の原因として f援の過

労が挙げられた(B)Jと れていて，眼痛をひっこめているけれど，限の過労を誰が挙げ‘だめか
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人文科学設会総

は警かれていなL、。 12才の時にイェーナグ〉線科医に

頭痛もしくは腹痛と関係があったかの如く感じられる

ったことが述べられていて，これが

むミるカミ (19供与刊)

における しし を読むと，腹痛のためであったわけではなさそうでふり警また，バ

絞め弱簡が確かめられただけであったむなお，第二部においては，ブブォルタ時代の頭痛は完

全に服痛とすりかえられた。 Iニ屈彼は服の過労と激しい痛みに悩んだ。母はそのとき彼を家に

引き取り，後はまもなく冨寵した(10)J。

ニーチェの時気の梅毒起原をごと議したメ…ビウスは，均年の眼痛から始まった…連の症状に

な注意を払った。 11873王子iニ訴しい事態が生仁たjと彼は響いており，当時二…チェがよ脈

絡膜炎jを患ったのであることをも配している(11)。しかし採の記述をも資料としたために徹底

性を欠くことになったれへそれでもメービウスの議は妹に衝撃を与えがぱら了若きニ…チェj

(1912年初IJ)において妹は先に挙げた偽造務所を含む引用を取り騒いて，自身の文章;二勝えた。

しいかな 1856-f手から 57年にかけての疲労の冬の結果，初めて児に腹痛が現われた，そし

てこれは最初鎮痛と晃なされた…一変休みを二、三選需のばした(14)J。そしてさらに，ブフォル

タの校法ツインメルマンの診断に対する駁論を彼女特有の懇意的なやり方で述べた{問。

fわが生涯ょっ jはその原文が「歴史的批判的全築jの作品腐第1巻 (1934年刊)において

公表されたっブルンクはその著の48買に前略引用醤所の正しい文を引し、ている。しかしブルン

クは f二、ーチ伝j第1巻における妹の偽造には言及していない。彼は気付いていないの

る。だから，その後の妹の記述を信用してしまうことになり， ドーム・々ムナーズィウム時ft

のニーチェが誌に「頭痛と腹痛jを患っていたに違いないと考えてしまったのである。そして

ブルンクめ:考えは今日まで反駁会加えられてL、ない。郎ち，読が股痛に関して作り出した物語

もなお5たきていて，ニーチェめ幼少年時代の健康状態に関してはまだ全面的に解鳴されて

はいないのである o

ぎて，妹は前述め拐き綿密な様でいて統一の取れないやり方で73 を持摘の再発の類

にしてしまい，ニーチェの揖気め実拐をiitiこ知らせまいとしたのであったが， 73年4月下旬;こ

始まったのは，はっきりと f銀痛Jなのである。読み議きが不可能となった。警察こうとした時

にはひどい痛みに襲われて眼科医のところへとんで、行ったことが6丹26日のゲルスドルフか

らロ…デ宛の手紙で分る(16)c 1突然の痛む弱視に大変詰んでいますjという言葉のある 5H 20 

日のワ…グナー宛の手紙を議事いて以後は， 9月21日にクルークと母とへ警察くまで，パ…々、ル滞

設にやめ妹への簡単な遼絡が二眼あるだけである(17)。

それでもニーチェは勤務を続けた。胃も不畿であったが彼は我慢強かった。

そして75年4月118に務って日直耽を伴う頭痛め発作(IBJ。ニの持からの頭痛が腹痛と関係を

持Eっていたことは多くのま正拠から鳴らかである。

73年が梅毒第3期の蛤まりであったことは疑いないで、あろう(1へところでニーチェはそれ
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ニーチニにの梅若撃波緩 急ー内

を惑とだかどうか。r遂に来たJと彼が感じたことは確かであると う。彼の精神的変北

がそれを示している。学くから否定し去っていたクリスト教を彼は賂顎にし始めたのである。

後は従米め軌道を押し進もうと努めたのだけれども，鶏気の痛みが精神的"滋みを惹き

こしたのであり，その強みの最も大きな部分を占めていたものがクリスト教的な罪と錦の問題

だったのである。理念的には後が窺に越えていたこの問題が，行為の重大な結果を体験するに

3?IJ勺て初めて，彼の良心と頭とに襲いかかったのである。

i~主

(l) vgl.. BAB.IlI， S， 501， A彼氏 722. 序で、ながら，ニめを主を付した綴苦言がNr.723 ( 4月58パーゼルから?

イヰざンブーク機織のニーチェ警察筒)の日付~4 月 68 と十位窓し， Nr. 722 (ゲルスドルフ宛}を4月5日と捻

定しているのは，環的が分らな" 0 ローデとの校復書簡 (GB，Bd. 2， 2. Aufl吋 1902)405 )誌の脚主主によって混

乱させられたためであろうか。

(の この{ニヰルンベノレタ行きJ，土問鱒である。ブランは彼の護撃の208Jttニニんなことを譲事いている， rベー
ター・ガストから発している或る報告によればニーチェはニュんンベルク通過の際iこ感染したとのことでみ

るo その地でき務2国自の性交が行なわれたということは可議性のないことではない。ニーチェは最初の後ちと

の約十年後，パイロイト祝祭総への途次に，ニェルンベルクで下恵したらしいのである j。ブランはこの「或

る報告jを彼自身のニーチュ性交ニ図説と事実びつけて，第二郎Eの後交は 76年夏のパイ01ト抗告等劇出席の
時に行われた可能性ありと考えているのであるが，これは警察殺である。その時のニーチェの健康は非常;こ悪

< (7月218と推定きれるゲルスドルブ宛書簡参罪表。 BABN ， S. 293f.)，ハイデルベルクで一治せぎるを得
なかった(7月25日と捻笈される妹宛香華街参照。ぬは S.294f.)。ニーチェのニニュルンベルク行きは 61年笈

(vgl. BAB 1 ， S. 37仏1. BAW 1 . S. 255ff. )， 67 iド8月{ロ…デと一絡めバイエルン旅行の時。 vgl.

BAW IIl， S. 28伐l. 423)， 70年8Jl 22日(モースエンゲルと。 vgl. BAB III ， S. 420)にも行なわれた杭

61 if.l立総題にならないし，他(1)人と一緒であった 67年及び70年の場合も，ニーチL の燃質を考謀議すれば矢

張ります能性はない。従ってヌゲストの震が本当ヤぞらあるとすれば.ぞれがあてはまるのは 73年4汚の場合のみで

ある。そしてこの場合{立大いに可後伎がある。この時めニ-+の健康状態は良好であ勺た。リヒテンブェ

ルスでの別れ務で世界が聞るほどに静っぱらって芸春ゅではIliiJ込仏パンベルクで下回を覚ましてコーと…会

飲んでから人心地が{すいた。そしてニヰルンベルクで…白半を過ごしたのであるが，その時めニ…チェlま「災

;ニ3誌に愛欝」な気分であった(5月5日o…デ宛書簡著書隊。 BABN ，S. 3f.)。その愛欝きにはパイロイト滞

夜の不首尾(4月18日ワーグナ…宛蓄筏著書照。 BABIll， S. 374)が関係していたであろうが，さらにニコ

ルンベルタに着いてから不協淡な践に会った可能性もある。ニューチェのニニニL J~ンベルク行きはパー々、ル出発

競走、ら決っていたことでみって，I:l:l葬送話証言IJiこを支はハ4デルベルクj殺をやめローデとパザ主主イトとニュルンベ

ルクとへ軍隊事長を打っている (vgl. BAB IIl， S. 367. ゲルスドルブ宛のもの)。ところがニ A ルンベルクで符

の府事があったのかは分らないのである。ゲルスドルツとローデとは知っていたに遠いないのであるが，こ

の績に潟する資料は紛失あるいは未発表のものが多いのである。シムレヒタはハン-t"ル版祭3考きの年譜の

1873与の項に f復活祭にひとりでニュルンベルクjと記しているのみである (1365 入

ところでニーチェが悲しい時には性詩文が路君主したらしいことが遺稿(76年末一方々変)から機定される。

即ち「悲哀と感覚的快楽…人間が怒笈状態の時には感覚的楽しみの類に資箆約に身を委ねがちなのは何故だ

ろう。それらの楽しみのやにある麻守燦的要棄を後iま三位めているのだろうか?ぞれとも， どう伎様もない!総憾

の努淡なのだ、ろうか? サンチョ・パンザは f入聞は余りにも悲笈に身を委ね過ぎると動物になる』と繋っ

ているJ(KGW N 2， 23 (189))。表還やめ「感覚的快楽SinnenlustJ ，立「肉欲jと訳して差支えないと窓わ
れる!勾苦手である。ニニュルンベルタで憂穏であったニーチぶには 13日の夜会どこでどう過したのであろうか。

さらにもう一つ考えねばならないことがある。ニーチェはニュルンベルクへ女性と会いに行ったのかも知
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れないのである。ニールセ、ン夫人(オーヴェルベックによればホルシヰダイン出身て、あるからネル勺ンが本

当かも知れない。 vgl. Bemoulli 1， S. 269)が73年 6月178にニーチェ{こ宛てた手紙(ニ…チェのままの死

後に発見された。 vgl. BAB N. S.358)から考えると，ニーチェがj可夫人;ニデ4オニニエソスの頭部の写真

を与えたのは大体この時織にさきっている。ニーチェと同夫人との関係は，ニーチニLの妹によって不分明なも

のにされてしまっており，今後の発絡が綴待される o ニニーチェ祭主事務であった悶炎人は実に若手。I~な女性なめ

てりある。しかもディオニュソス信者であったらしいのぞある。

(3) BA W 1. S. 30 

(4) Elis設bethForster Nietぉc加:Das L三民nFriedrich Nietzsch告s.Bd. 1， Leipzig 1895， S. 30 

紛 ニーチ且の幼少年時代の健康について詳しく響くことは避けるが，彼はドーム・ギムナ…ズィウムグ〉綴5

学級に一年半， Z高4学級iこニ年を要している(入令部も病気だった)。第4学級に進んだのは 56年春であり，

;![学裁は重量絞し，後期(冬学潟}に入ってから休学したのである(12月までまま校していた)。そしてこの休学

は57年夏学期の終りの頃までや続いた筈なのである。しかるにブルンクは「第4学級後鶏jを f56年夏jと考

えているし (vgL Blunck， ebd. S. 48入シニLレヒタも泌縁iこr56if.;![¥頭痛と線衡のために休綴をとるj

(H呂筋合rII¥， S. 1359)としている。休学に関しではニーチ且随身もあいまいな書き方をしている場合が多い

から主主主窓会要するのであヮて，筆者は年数を言誤1]1)泌すのに百JPltりそ苦労をした。

{告) vgl. BAB 1， S. 340 f. 

(7) vgL E. Forster = Nietzsche，母bd.S. 166f. 
(8) E. Forster出 Nietzsche，Bd. II， Abt. 1， Leipzig 1897， S. 41 

(9) vgl. ebd. Abt. 2， Leipzig 1904， S. 900 

5詩 ebd.

(!D vgl. Mobius， ebd. S. 71. 1877主手 10月初めのクリューが…(1m科医}とアイザーとによる診察の意書来が

KGW N 4， S.34に絞っている。それによれば f検絞鏡は両方の線のやに中心性脈絡網膜炎の産出物そ夫氏し

ている」。メーピウスはシース教授の診察については来日っていたが，この検眼鏡鐙定のことを知らなかった0

4器 vgl. ebd. S. 67 

Q3l v草L E. For試合 Nietzsむh合， Bd. I1， Abt. 1. S. 8昔話f.

Q4l E. F敬語ter= Ni母tzsch呈‘ D邑rjunge Nietzsch邑， S.68f.

総 vgl.日bd. S.87 

側 vgL Di合 Bri号fedωFreiherm C. von G巴rsdorffぉ FriedrichNietzsch母 N‘Teil(Erganz賠訴協nd)，

1937， S. 14 

むち何れもフリムスから。 7.FJ米と 8月初めのもの。前者にはfなはまだ漆けないJと る。vgL BAB 

N， S. 8 
Q8) vgL 告bd. S.167 

ω 第三綴{総梅毒)は感染後三年以上，長ければ十数年，大体は数年後であるらしい合後状はさまざま
均寿神科学新欝J(査を労主主，改訂第 3~説，1lB手D46年)は，三つのタイ 7

0

，二分けてお札その…つの

~J は，頭矯〔夜間ことに激しくなる)，磁性，目立短:警視持経炎， UR筋麻療がとくに多くみられる，とのこと

である。ニーチ品にはこれらの疲状が次々と生じたe 後には「血管裂JIJ)疲状てゆある運動麻機，うた誘，うた行

も現われた。「家緩め援学J(小母会館，改訂 10綴，昭和47年)によれば，第三期は， f綴が重い，めまい，不
眠，忘れっぽい，受霊祭などがあり，予定の片側のまひ，炎緩霊祭，緩磁のまひ，半身長号交異常などの液状が現

われるム fH送を包んでいる脳膜や紛の漁管が梅主義スピロへータlこ侵された務委主jであるから， fs，訟が震まされた
『進行まひjとは違って，安宅党がある綴度保たれていることが多いj"
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ニーチェの梅三善;縁語家 古内

8.精神的埼み

の時期的競稿及び欝衡がまだク、、ロイタ一社から刊行されていないので従来の資料によるほ

かないのは残念であるが，グロイター絞ゐニーチニL議簡に関しては 1869年までの既刊分が塁史

的批判約金集と殆ど同じでみるから後者に含まれている 7745)1までのニーチェ警鱒は信頼

可能と思われる。それで主としてこれを頼りに，ニーチェの中に金じてきた務神的変化を照ら

し出そうと，患う。

ニーチェは絞痛に 4悩まされながらも調子の良い時には仕事を続けた。73年夏にはf反時代的J

「道徳外め意味における真理と滋構についてJを持れもゲルスドルフに口授して筆記し

て貰い，秋から冬にかけては講義めかたわら「反待弐的J第二織を作り;ちした。 9丹27日ゲル

スドルブ宛， rf実は何かを生み出寸時にのみ本当に健康なのであり， 13分を好調と感ずる。その
他の一切は惑い幕合F楽だんまさに仕事の鬼である。しかし年末をひどい状態で、議ごしてから

の摂生生活に入り践の保護にも一層努める c 書簡の中には矯人の協みが時折泌される。

74王手3)126日，家族宛，常な用心と規制正しさのおかげで大いに好調です。……私は実際

協みが多過ぎます，そして身体が病気なら婚しいと議える位です。 何故なら.その時には自分

が助かるかも知れないと

よって自身をn.tさ出すの

たりすることが出来ますからね。……訟は呪いを出版することに

そして今また第五反時代的に取りかかろうと LていますJo4月

4日，マイゼンブーク嬢宛， r御存知の織に，時折患慈の如く思われる肉体的悩みの状態があり
ます。荷放ならその協みによって，平生め髄みを忘れるからで寸，あるいはむしろ，身体が助

かる諜に自分も動かるかも知れないと考えるからです。これが私の病気哲学です，こ

を与えてくれま寸。まだ翠みを持っているなんて，装当ではないでしょうか?ム S月

14日頃，ローテγ¥1， r l'業は時折恐ろしい嘆きに陥る，そして強釘に快活に振舞っていても常に自
分の存在の深い愛欝を意識している。しかし何ーっとして変る篠がないから，僕は愉↑たになろ

うとし，自分のみじめきをー殺生しようとし，そして個人的になることを断じて避けているふ

彼は f著作することで奨欝を除去しようjとし(6月l日，ローデ宛)， r篤主義馬め如くJ(12月
3日，家族指)進まねばならないと患っているカヘ f第四良時代的jにしようと考えていた fわ

れら文磁学者jは議に{字額してしまう。従来の軌滋を前進す輸ることが出来なくなるのである。

口外出来ない病気の惑が彼の身体に与えた痛みが彼に縫々道徳的圧迫を加えたために，テ、、イオ

ュソス的諮進を続けてきたニ…チェも遂に停止せざるを得なくなったのである Q

ェの遺犠を見ても，彼が当時合げにした f反持代的j緒篇とは異なった

政前に現われてくる。先ず73年夏の言命丈の題名が現;こ選龍:叡識をはっきりおち出している。し

かも， r真理jと「滋構」とを対翠せしめていることは，真理とされているものに対する新固た
る慈愛を示している。この論文はニーチェにとっては，彼の精神的変化の記念碑の議なものだっ
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たのであって，彼は後年にこう記している事 f道徳的な事柄について考えてふれiえ私は長い沈

黙を宣告されてきた。彩、の諸著はあれこれの暗示を含んでいる。忽自身はもっと勇敢にそれら

の事柄を考えた Q 二十五歳の特に既に私は自分のために f遊f意外の意味における真理と虚構J

という覚え警を箪しがりJ。同年秋のi議稿(2)は道徳，特にクリスト教道館に対する抵抗意識の感

じられる館所を数多く含んぞいる。 73~手， 74年の遺稿がグロイターすぬから刊行される日め早か

らんことを謀長わざるを得ない。

74年4月1B，ゲルスドルブ苑の手紙の「僕は若ニドめ自由以外のfiJI物をも求めない(3つとい

う詩葉に始まる悲痛な自由喝望の叫びも，主としてニーチコニの道徳的窮境を示すものと解さる

べきものである。マイゼンブーク嬢Jム道徳的戦い，良心の葛藤を経てクリスト教を脱却して

行った女性として自伝「一環想主義女性の手記(勺を惑いた人であり，ニーチェは終生この人を

敬愛したのであったが，彼女の警察を読む前後のニーチニL番簡を引綿する。これらによって.ニ-

T:Lめ求める自由が持てあるかが納得される。 75年8fil1B.r私たちの様な殺は，つまり
と松とは，鵠粋に肉体的に揺むのでは決してないのでして，一切に精神的危機が深く逗り

んでいるのです，それで、すから私は， El分が薬局ど台所のおかげだけで再び健康になり得るな

どとは全く考えられません{引Jo76年4fi 14日.r二週ほど前の日傭日になはひとりで、ジュネー
ヴ湖畔に，そして朝から月の耀く娩まで全く震を女の傍に，過ごしました。つまり私は毘復した

をもって食女の議を読んだのです。……訟は今はー騒健康で自由です，そして条さねばな

らない課題カえまた私の眼前にありま寸。私を苦しめることなしにです。貴女が私の傍にいて

下さったらと願うことが符としばしばあったことでしょう，私よりも高い道徳牲と本愛を持っ

ている人でなければ答えることの出来ない殺る事柄告とお尋ねするためにでが勺。

マイゼンブーク緩め畿によって後が健康感，告出惑を閥復したことは，指ヒ慣に友人たちへ

出した手紙にも現われており 4月15B. ゲ、ルスドルフ宛の手紙にはこう書かれている，

は自分が今まで自分の解放のために出来るだけのことをやって冬たのでありそれによって他の

人たちにも真の貢献をしてきたのだという『晴れやかな良心』を再び克出した。この軌道を僕

る，そして絶望的に後を見たり誌なを見たりすることはもうやらないc 僕たちの素

らしい女友達マイゼンブークの欝に僕は非常に感諒しており，彼女と道悲喜ヲな最高のよしみ

を結びつつ軒から夜おそくまで、野外に過ごした日経臼を忘れないだろう(7}J。このそ手紙はニー

チェが fやましき良心jの攻撃をはね返していることを示している。 ιかし解設惑は一時的な
のであって(8)体内の虫の故に彼はどうしてもクリスト教道徳を考えざるを得なかった。散は二

擦であり，院大であった。重圧のために彼は絡くなり，地下的になって行った。ディオニュソ

スはアンティクリスド勺ニ変って行っ

75年以後の遺稿ノートは既に刊行されていて.J蓬{響的罪に対する戦いを始めたニ…チニLの地

下的な作業が明らかとなっている。ク。ロイター絞N1 (75年春一一夏)5 (1) (結巣によっ
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て測るべからず，との主張)， 5 (126) (ギリシャ人は後悔しなかった)， 5 (163) (魂の痛み

の救済策)ミ撃を読み進めば，パイロイト祝祭劇以前のニ…チェの思考の進み具合が分る。

と紹介したいのであるが，ここには悦祭裂のあとのN2 (76年終ー…77年夏)の f精神的解

放にとっての良心の苛責め価値jの欝室長部を挙げるにとどめたい。「世の中の精神的自由を増大

させるために良心の苛賓が本紫的に貢献したこと ない」。

j~主

(1) KGW VII 2， 26 (372) 0 84王子夏から秋にかけての!習のもの。

α) 不完全な綴主義て"はあるが，大オクターツ版第 10洛 285頁以下に ための絡怠怒jとして

殺そられている。

(3) BAB N， S. 63 

(4) フランス語綴は 1869年に援1?;でが， ドイツ緒版は第1， 2著書が75年秋じ第3巻が76主f-2fHこ上ちた。

(5) ebd. S. 227 

(6) ebd. S. 266 

(7) ebd. S. 269 

(8) 76年4.Fl58にシヨン付近からパーゼルのi副首の友オーヴェルベック;こ宛てた手紙は身体のf滋みと道徳

的.，滋みとの関i援会示していて非常に重要喜なものである(rノルデンj第号令所載拙論の主主45を参液怒れたし)。

ニーチスの精神的.，滋みはクリスト教道徳島ケ総みではなかったけれど，滋徳外的，券i獲さ事的，反i議終的，怒i釜

徳的悩みて、はあった。良心問題は放にとっては大問題だったのである。

(日) 設の家信の前に現われて誘議する…種の悪魔。;:1ハネ第 1番2]絞児童fj，22議官。第2蓄7筋。なお7 タイ 24章

5議官以下をも参照。

9.梅審議議と道徳

73年以後のニーチェのき斉神的変化に筆者は以前から可成りに注意を払ってきたのであった

カぷ1) 変化の原因がどうもはっきりしなかった。病気と道穏とが筆者のやでうまく結び、付かな

かったので、ある o しかし梅毒という観点はこの点を完全に解決するものであった。

的病気だーったからでみる。今日でもそうでないとは言えないのであるが， 19 i杭己めクリスト教

世界では，神の祝福を受けた正式の結播によるものでない性交の結楽である梅惑は，罪に対し

て下された罰であると一般に考えられていた。擁護急患者は肉体的苦痛に賢しみつつ不浄性交に

対する選礎的非襲撃の践にも堪えねばならなかった。梅幸撃は出来る限り隠さねばならない恥ずか

しい病気で、あった O 現に触れたこれらの社会的事実が筆者にニーチェの変化令解明する鍵を与

えてくれたのだった。

第二期の症状は大したことはないのであって，痛むことなし夜ぐ消えてしま

う。けれども，梅議スピロヘータがまだ発見されていなかった当時は，言まったのかどうか分ら

ないとし汁不安が残った。不安は恐ろしい。それでも知'怖に!諮って身動きも出来ずに時を過ご
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しているわけには行かないから，やけにならない人は仕事に しようとする。それでもうま

く行かないのが普通で、あろう cr反時代的Jまでのニーチェは違っていた。この時期までのニー
チェだけでも驚嘆に備する。しかし，真に恐るべきものとは決して誘えない。彼が実に恐るべ

きものとなって行くのは恐怖と顔合つき合わせて生きなければならなくなり，絶望と戦

けなければならなくなってからである。

梅議第三三期の苦痛め下における恐怖，総議惑は，ぞれまでの想像上の不安，恐怖とは異なる

であろう。痛みは激烈で・あり，崎気は確実に進行するのであり，一時的に直った様に見えでも

ぐ再発するのである。そしてこの摘気を完全に渡す薬がまだないことは分っていたのである。

局態的治療をしながら，ひとりで堪える以外には致し方のない病気だったのである。そし

えることが止む持は廃人なのである。しかも，

るのである。

れ以前に，生活不能に陥る時がやってく

ニーチェは 73年春め阪痛の時には第三期の到来を疑わなかったで、あろう。しかし調子が良く

なれば希望を取り戻したであろう。子資生生活による体力の増大もしくは薬の効巣によっ

虫が退散したかも知れない， もしかすると第三期疲状ではないのかも，という様な期待が時折

生じたことは確かである。何しろ，言パ…セントの磯笑'設を持つ診断を'下すことは如何なる医

も不可能な撞類の病気だったのである o 分らなし との ニーチニιは続けたのであ

る問。

日でもニーチこにの病気に関してはさまざまな説がある。 1889年i月38の発狂に隠しでも

勿論一飲していない。ポーダッハの書(1930年初}は当時までのさまざまな説を紹介してから

「決定不可能Jという結論に落裁いた(3)。筆者の見解はどうかと問われるならば，ニーチニLの梅

穫が第四期{進行麻簿)に入ったのは，即ちスピロヘータが彼の総決白震を使し始めたのは

イェーナを退院してナウムブルクの母親のところに移ってからのことであり， 1月3日の発狂

は精神分裂であったろう，と筆者は答えたいσ ニ…チェは発殺後も数年の爵は理性的な面を保

持していた。筆者がそう認めるのは，妹のeE本誌な数々の作り誌によってではない。たとえ

ばパーゼル入院の時にオーヴェルベックは，ニーチェが病院長ウィレを正確に覚えていること

に驚いたのでみる{ただし「構神鶏抜jが自分自身に持らかの関係がJうるとニ…チェが感じた

様子はなかった{叫)。その地多くの確かな証拠があるのでわって，持に母親がオーヴェルベック

宛に議き続けた病状報告は食滋な資料である。ただし筆者の見解も絶対的確実性を主摂するこ

とは出来ない。ニーチェが全く梅毒ではなかったという務跡だって無いとは設えない。

しかしながら，ニーチェが梅毒合意識していたこと，梅毒意識に苦しんだのであることは絶

である。証拠を筆者は既に十分に挙げたと思っているけれど，もう一つ加えること

る。rs機光J54番手である。「病気についての考え!一一病人が少なくとも今までの様に，病気そ
のものによってよりも，自分の病気についての自分の考えによってー署多く悩まねばならない
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ということがない様に，靖人の恕想を鎮めてやること，一一思うに，これは議撃さなことだ!そ

してつまらぬことではない!諸君はこれで我々の課題がお分りか?Joこれは.13分の癒気の性

を知らなかった者の述べる言葉で、はあり得ない。ニーチょにを悩ませたのは構気そのものより

も，その病気についての色々な考えて示あったのである。道絡的罪とされている鵠気を問題とせ

ざるを得なかったところから彼の課題が生れてきたことを暗示しているこの級言は，彼の全著

作中て最も冒険的なものの一つであると患う。

知的誠実さからクリスト教を離れたニーチェは稀に誌る誇り高い人間であり，隠さねばなら

ないものを持ら続けることは堪え難い恥辱であった。ニーチュが悲惨な致活に堪え綾げたのは，

復権めための白日正当化を為し遂げなければ死んでも克に切れなかったからである。梅毒の?

みカか込らク iリ}スト教絡;滅成としい、寸う諜盤が生ヒたのでで、あることは「人問的J1を絞めiばま' ぞれ以前の

潰稿に触れなくても十分に納得されるでJうろう c132若手から 134喜多までは特に参考になるoその

やめ 133番の米尾のみを挙げるならば，rさらに最後に，あらゆる行動の絶対的必然性とそれら
とに関する哲学的確穏を獲得して血肉に取り入れることに人間が成功するな

らば，良心の苛のあの残りかすも消失してしまうJ。

73年以米の地下的思考の成果である「人間的JUふ後が如何に大き もとにクリス

ト教道緯どの戦いに入ったかを示している。上め守i沼文だけでも， を失わせるため

には f無責住性Jを必要きとし，そのためには「絶対的必然性jを必要どしていることが理解怒

れる ο 必然性は態果と関係しており，繁授の問題は偶人道徳の範圏内だけでは論じ得ない。か

かる次第でニーチェは哲学め金分野に主主つての自身の知識の総点検をし，新しく学び:加える必

つに。一切が彼め良心閥復のためだったのであり.r人詩的J以後の彼の著作は凡て，道
徳的色彩を帯びることになる G 彼が薬(或いは議〉として持ち出す?永遠回帰J.i権力への意

志J，rディオニュソスj等も例外ではない。クワスト教道徳という伝染病の怠の殺をとめるた
めにのみニーチェは後の後半生を生きたのであるつ

ニーチニιは二重の病気との戦いを戦い抜冬，載しミ終えた者の勝利感と とを味わった後

に発狂した。「コノ人ヲ晃3Jの最後から二番目め節(5)は蒸に涙ぐましいものでゐり，その中に

こうし寸言葉がある.r真瑛の稲妻iふまさに，これまて最高め座をおめていたものを打ったの
だ。ぞれによって何が破壊されたか，ぞれが分る殺は，そもそもまだ街か自分の手中に残って

いるものがあるかどうかを，よく自をとめて見るがよしづ{岩波文庫，手塚、議雄訳)。何が破壊

されたか?彼は知っていた。彼は磁の内なるクリスト教と戦ったのでんり，この戦いは，後自

身が破壊し尽くされるまでは終らない戦いであった。

終が残ったか?一人的夫オ的人物が業病に躍ったために散慢Hybris(6Jと良心どの戦いのや

で苦しみ抜いたという事実で、ある。そして，その生議が生んだ rf患の何ものによっても当分取

り換えの特かない一片の文生J(1887年 4fl 14日， オ…ウ手エノレベック宛)である C
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(2) r磯突然 Gewish巴itJ，ニ対するニーチェの気分の変事長は不確3たのための悩みを訴す一例である。「人間的J
から「悦ばしき知識jまでのニーチェJま[緩実性jさと求め， I獲さ終然への欲求J~潟く評鎖している (r人間

約J1， 635節 湾審IIの2，145節 rm，I;;;'しき知識n義l書2節)。遊稿の中にはこんなものもある， r後
疑建立{主将々大いに乱痴気騒ぎ会やることが必獲であり，ぞれから再び心毒事かに;もしかするとそうであるが，

違うかも知れないものVielleicht-und宙Vielleicht-auch-nichtJの滋へ戻って干すく， " . J (KGW v 1， 10 (F 
101)0 80年春-81主字選手のもの)0 iえの綾言;主役の悩みが二議℃あること公示している。「道徳的諸徴i船主

病気の5重度ミと潟様の援話~~持っている点目ち，最初は外務からのもの，超自然的なカの作用によるものである。

次には，会く人間的で、あるが向自的なもの.r道徳的なものjである。 j遂にはこういうことが分ふつまりi務
総約徴候は病気(これについては各人が感受?の意見を持っており，分別に富むな者は沈黙によって自身を際立

たサる)と同じく不正確としか特徴づけられていない事象なのだ一三たいなる懐疑の持がきているのだ!とい

うことがJ(ebd， 7 (231)， 80景子末のもの)。

しかしツァラトゥストラ雲寺代には様子が違ってくる。グロイタ一級で、は82年後半とお年との遺械が米干1J

行だから例年のものしか紹介できない。侍れも例年夏一秋のものである。

26 (280)孜々は「確災性 GewisheitJ，二対してi護った立場にある。恐怖が人総に植えつけられてからはきた

に久しいのてあり，耐え得る委設干手法凡で「織かきの感後SicherheitsωGefuhljと主主に始まったのでJうるから，

この慾情は今もな必思怒家に影響し続けている。 Lかし!E存の外的 f危機jが後i践するや否や，不確かさ

Unsicherheitの卒者災，地平線の主義娘さの享3後が始まる。客室室長性への努力をしている火炎見家たちのさ宇揺は今

や，到るところにフド総笑性 Ung記Wl岳民itと霞険Wagnisと令指摘することの幸福;こ変ずるかも知れないe

26 (283)においてiム「永遠間滞.¥，!!，恕、に堪えるために」必裂なものとして，道徳からの段取，苦痛という

毒事実に対'ずる新しい手段{ヨ苦痛を道具として，快楽の父として:tr;援すること)などと共に fあらゆる種類の

不機爽性，実験可能性の家楽Jが挙げられている。(永話主主主婦の教えは滋徳からの数淡チ段であヮた筈なのに，

ここ?は遂に，議室総からの閥的がそれに喰えるための言葉として要求t:!-れているJ
26 (284)では，犠える手段として，あらゆる鰭緩め転換が挙げられ，その例としての，緩実浅から不確さ気

性へ，関果から不断の叙造性へ，保存意志から機カ意志へ，などの転換が列等生されている。

26 (301)英王室と篠雪道燃とへの主主みは恐怖から発"する。

以上によって見るに，主竪Eおの差はあれ，ニーチェは f真理と機災性とへの主憲法uから離れている。このよ
うな考えから生れたツァラトゥストラ第四滋の子知識についてJIま突に読みEfl裂がある o

!ヂでに Gewi急対itとSich巴rheitとの遠いについて…2ぎして必きたい。「偶像の演後jの「哲ゃにおけるま幾

性J告書5あで?理性カテゴIJーの取扱いにおける Sicherheit，.tlpち主観的 GεwishむitJとニーチェ fH警が言っ

ている嫌に Gewi日h栓誌は客銭的事科学的で也あ，)， Sicherheit Iま稼実'陸の3主総無垢の重量綴て。あり主義主的て、あ

る。だから SicherheitIム確信，自イゑ安心，安定.安全などと択す方がよい場合が多い。しかしよJめのお

(280)の議♂fH;l:， r確爽'1惣 I二近い87.ド穏を選んでい{確かさjと釈しておいた。
「著書悪の後会学JIま目頭から f不縁実性j への主主;志の様なものを持ち出している。什延ばしき知謀長j 葬~5 書 0886

ip)災7節， 375節もj可様である。ニーチェiまG号wishe託金ニ流の問緩と考えて， Sicherhe誌の問題にのみ関

わる機になって行った。 (vgl. KGW v璽1，2 (169))。しかし f不幸警災↑引の悩みが終ったどころて"はない

(vgl. V1I3事 38(20))。

88年芝草グ):1軒高KGWVDI3. 14 (156)は，七宝震から語気る主審の機愁であるが，最終章「わ久らを霊北族Jの項

にはこう惑かれているJ総対的な状態のみを，例えiまさ幸福 f例えば波大な事楽の!笈史と終米における凱護士弘
自月らかな然りと言?とのみをと持つこと…不義震災性からの救済リ。

「こJ/ 人ヲ ~3J にはこうある. r訟はシェイクスビア以上i二心を引き裂く読物を知らない。こんなにまで
道化たることを必援とするには，…人の入閣がどんなに泌んだに違いないことか! …士肢の人はハムレットを
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理解しているだろうか?狂気ならしめるものは，疑惑ではない，縫実性なのだ…しかしそう感ずるためには，

入は，深〈なければならない. i架線であワ哲学翁であらねばならないり我々は鋒，真理を恐れている…ム

確実性がニニーチェを後初iニ襲ったのは初感染の時であり.r悲劇の誕生J，まままにまE気的要堅議会持っていた。
同議第7露ちには， r物凄い災瑳jを見t友いだハムレットが出ている。事奪還とは何か。それは，シレノスが震っ
たさ言葉である([湾審第3節著書!照)0 I物凄い議奪還Jを知って以来，ニ…チェは「知は呼吸をふさぐJ(1ツァラ
トゥストラj第五都「抜後しつつある考j参照)の想いをどれほと。味わってきたことか。「磁安!加がニー

チェを狂気的にし.r不様実性jがデカ夕、ン的lこしたと言ってよいと患う。ニニーチェは後後まで湾方であった。
(3) vgl. Podach. ebd. S. 162ff‘ 

後) vgl. Bernoulli IT， S. 235 u. Podach，告bd. S.106 

紛 KGW VI 3， S. 371f グ、ロイター絞め繍~.は苦労して f コノ人7'Jïヨ」を主重要立したが，この節は従来のも

のと向じてーある。

(6) Hybrisめ絡は fギリシャ悲劇的時代の餐学j第6節の終りのところに出てくる (vgl. KGW 1I12. S 

323f.)。ニのヘラクレイトス解釈は緩痛めニーチェの地下総怒考の産物であり，余人には不可能な解釈であろ

70 

10‘静、護，沈黙，俵茜

ゆ

} 人間存の標本条件に関係するものであるから幼少年特イそのニ…チェについても

ることが盟ましいのであるが，それは省略せざるを得ない。とに角，クリスト教から

れ去った後のニ…チェは色々なことを器、したに逮いないが，ぞれは特務なこととは競えない。

しかし権議意識となると事態が違ってくる or25歳で悲劇の誕生を構想するためには，自身の中

で持たる体験をしておらねばならぬことかけ (86年変一-87年秋め遺穣円。

1873年までのニーチニLは凄まじい理想主識者でみり恐るべき時代攻撃者であった。しかしそ

れは一種の自己欺臓であった。無論ユ…チェは意間的にその滋を選んだのである。 f自分自身を

だまし得ることJが詩人の「理想jである，と当時めニーチェは響いている (2)。当時のニーチェ

の隠匿について述べることは楽しいニとで、各えあるかも知れないよギリシャ人は存在め驚くべ

急恐るべき事どもを知っていたカ九抜き得んがためにそれらを議い臨したのである。ゲ…テの

則れば一つめ十字架をパラの;ごに語、したのであるJ(1870年6月のfディオニュソス的世

界観J第2蔀{円。

腹痛以後にはニーチェの理想主義は萎える。彼は自分自身と対決しなければならない。 78王子

蓬の遺稿， rギリシャ詩人に関して言えば，我々は，我々自身をだますことを教えられた。ひと
りひとりが， rこれは私は気に入らぬ，あれは訟には関係がなし、それから受ける私の感じは従
来の鍔舗には反寸るiと雷う様になるべきだ一…ぞうすれば文献学者は正直な人としてもっと

尊敬されるのではなかろうか，その古典的趣味が疑われる危険に揺るとしてもだ(4出

腹痛以後めニーチニιの語、援は真剣なものである。それまでは，殺が口を棋らなければ病気が
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ばれる恐れはなかった。しかし今は，疑いの銀で見られているのだ，他の人たちは知っていて

知らない械な顛をしているのだ，という靖疑心が彼を苦しめた。 76年夏め遺稿， r我々は最も身
な者の憎しみの気持を恐れている。彼がその気持の故に我々の秘密を鴫ぎつけて，我々が我々

自身を軽蔑している招くに我々を軽蔑するようになることを我々は知っているからだ(町。同じ

時期のもの， rこのクリスト教徒的君、め受持たず， f患方，哲学が完全な無言実仕性というお返しを
してくれない人聞は，呉会が惑い。彼は!3分!3身を知り過ぎる裁に知っており，そして随分の

を誤って罪と考えているものだから自分自身を軽蔑している。それで、後は，自分の秘密を

嘆きfつけられないかしらと不安の銀で仲間を見ヂ円。ニーチェは彼の脅学によづて堪えてい

た，快活を装つでさえいた。「人間的J以後の著作は，彼の内心の苦悩に対する処方で、あった彼

の哲学を読者の訴に捷出している，ただし苦悩の根源を器、しながらである。

ニーチェの語、匿，沈黙，仮面の類はニーチコェ研究書の凡てが取扱っていると習ってもよい故に

ニーチェの港著作の顕著な特識であり，それがまだ魅力であって，多くの読者をひきつけてき

二Lは魅力的な謎でめった。理解不可能なものは魅力がある。

「警惑の彼岸j42節における「哲学者の新種族jは「荷らかの点において謎であり続けるこ

とを欲しているjめであり， r誘惑者」なのである{九間警は全体が誘惑の欝である。俄耐と援
とを楽しんでいるかの如くであり，また，苦しまぎれのおしゃべりであるかの如くである。

しかし読者の心を静まりかえらせる時がある。慨にその米絡を引沼した 289蔀{引は特に素晴し

い。 f閥、遁者j，r新しい，…!議危設な穂類め沈黙，黙秘j，r洞穴j，r迷宮j等々の7読書長を挙げる
だけでも数カが感じられよう eその中にこういう

臨すためにこそ本を響くのではないか?ム

ニーチェが何かを語、しているのだということはニーチェ読者の誰しもが直ちに感づくことな

る。「人はお分の内に秘めているものを

のであるが，ニーチェの諮し方が巧妙で、あるために，彼が怖を路、しているかは誰にも分らなかっ

た。彼はしゃべりまくったと震ってもよい設に諮り統けたので、あり，そのために読者の方は謎

乱させられてしまったのである。ニーチコニはうまくやったのである。

88年3月開ニーチュは，後が百十闘していた?権力への意志jのための序文芸算案を二種類作っ

ており，先に作った方のものが，抹のいわゆる「権力への意志」の序文として採用容れたので

あるカ仰とその第1節はこうである。「大いなる事物が要求するのは，それらについて人が沈黙

するか，大いに語るかである。大いにとは，即ち，シニカルにそして無垢にということであ

るれ的j。ニ…チェはまさしく大いに諮ったのであるが，、沈黙を宣告さ予れた一つのことだけは器、し

た。郎ちニーチェの沈黙は，だまりこくっている沈黙ではなかった。その様な沈黙は却っ

てばれてしまう。ツァラトゥストラ第3蔀の「機構山にてjによれば，彼の沈黙は「長い明る

い沈黙Jであって，沈黙すべきことを口に出すことは決してしないけれども，それ以外のこと

は快活に諮 1)， とさいころを音立てでもてあそびながら，いかめしい監視者たちをたばか
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ニーチェの梅惨殺議古内

るjのである(11)。

ニーチニιの口め堅dについては汁ーヴェルベックがこう述べている， I……まさにこれ

し好冬一一訳者控)れ司様に輿常な?関室長l主jと結び付いていたのた。った。飽の人たち

なら独りでしまっておくのが普通である様なれ心の秘密jをどれほど多く彼から聞いた人があ

ろうとも，彼は決して『心をおの上に持つJ人跨ではなかった。強い関心を抱いているものを

こそ彼は比類ない檎カをもって制御した。それは非常な力で後からほとばしりおたけれども，

また，他の如何なる人に保管されるよりも

ニ…チニLめ務作の中から印象の強いものを

され得た(12)J 0 

みたい。

f人詩的J1， 65番には[正直が導いて行くかも知れなし

「卒織と早死」が挙げられている(1へ

として「社会からの追放ム

「自署:J'eJ299番はこうである。 ああ， された者が拷掲のあとで自

分の秘密を飽いたまま独罫へ連れ挺される時にどんな議情を持っているかを知っていない!

彼は依然としてi街をくいしは、って秘密を守っている。その人詩的な誇り

君カf{ilfを知っていよう!似つ。

「悦ばしき知識J338番， r我々が最も深くそして鍛人的に悩んでいる事携は殆ど凡でのf去の
人たちに理解不可能，到達不可誌である。この点で我々は最も身近な人にも階、されている，た

とえその人が我々と一つ設の飯を食べていようとも(15)J。

拾っていたら切りがない。最後にお年秋から 86年秋までの間の或る遺稿断片から，ごく

部を紹介したい。クーロイタ一線vm1， 2 (33Jであって，これは本当は全体を載せたいのであ

る。グロ…ス・オクターフ版第 13巻285Jiの692番に，つぎはぎ細工が載っており，そのー欝

をヤスノfースが後の著の 403頁できj用しているものである(1針。「諸々は我々が紙れているとこ

ろの一つの知安持っている様に見えないか。我々がそれとだけ一緒ではありたくないところの，

それの庄カで我々が震え，ぞれの喰きで我々が蒼白になるところの一つめ知を。……我々は自

分自身が余りにもこわれ易いことを， もしかするともうこわれてしまっていて不治であるかも

知れないことを知っている様に見える。我々は殺のこの予が我々をうちこわすに違いないこと

を還まれている様に，そして生の仮象へ，生の虚偽へ，生め表面と華やかな歎臨め中へ逃げ、て行

く様に見える G 我々は非常に悲しいために快活で、あるのだ，という様に見Jとるj。これはほんの

一部なのである。ニーチェのf地下的で，際、されていて，黙っていて，発見されずにいる孤独(17つ

め辛きについてさらに述べるには淡;まないと思う。後め生活，彼の務{乍のー坊が彼にとっては

仮闘であった。彼は，隠さなければならなかったのである。

語学人間的なものに苦しめられつつ独りで堪える時には自分も非人間的になり兼ねない。むし

ろ，そうなってしまうのが普通と言うべきかも知れない。しかしニーチェは，ならなかった。

彼は最後まで堪え統l仁苦しみ統けた人である。自身の思想にも，最も悩んだのはニーチコこそ
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の人である o いわゆる fニーチス思想」といわれているものの郊さは彼の f続策の思想Jの変

積に過ぎなL、彼は前にも後にも出口がなかったのである。ニーチニLの棒毒意識を考慮、しつつ

彼の箸作を読む時には，読者は行間を読む。そして，ニーチニLの苦織が類会絶したものである

ことそ改めて納得する。この犠lこ'臨むことが出来るということは偉大である Q ニーチェは偉大

であった。筆者は彼の苦悩の前には頭をさ詮れる。

(1) vm 1， 5 (79)0なおt i.大の様なもめも為る。 !26市長で悲劇の議草食を言書き得るには事例たる体験をして必ら
ねばならぬことかJ(ebd. 5 (103))， 

(2) v箕1. GOArx， S. 1200 r慾劇と白鴎綴衿jのための諸想、c
{怨3) KくGW1II2， S監 5位2。尽主年Fクりス?スにコ…3ズて仁17 'ワ…ググφナ一のfだこめiにニ喜欝書いfたごものiはま少しi途金

告油bd. S.80. なE，パラはE草学約;こは紅疹をす憶す。

(4) KGW IV 3， 30 (25) 

(5) KGW IV 2， 17 (14) 

(6) 記bd. 18 (32) 

(7) vgl. KGW vl 2， S. 55 

(8) KGW Vl2辛 S.243 f 

{き) ふとの方のものは，その一部をよニーチェEl身が「アンティクリストjのゆで使ってしまっていたから採用

するわけには行かなかった。

札前 KGW草翠2，11 (411J 

([J) vgl. KGW vl 1， S. 216 

告妥協ernoulli1電 S.136 f. 

部 vgl. KGW IV 2， S. 77 

([4) KGW V 1， S. 199 

服 KGWV 2. S. 246 

5最 f仮面の必然性と翼線Jについての綴。引用.lli数が385となっているのは絞綴であろう。

仰 「悦iましき知識J(第5説泌総年)365番。 KGWV 2. S. 295 

あとがき

ニーチェは筆者にとって始ど唯一の慰めであった時もあるが，今はニ…チェについて考える

ことも議くことも苦しい。しかし，梅主義窓議{懸念，不安，恐滞}という想念が突如筆者を襲っ

てから四年余の歳月が過ぎてこ となってしまっていると言ってよい状

態であり，ニれをわが臨めニーチェ研究界に蒸し出して批判lを得たい気持がペン会進めきせた。

一応の体裁を繋えてほっとする。梅穫がクリスト教世界から蒙っている恥辱をそそぐことが

ニーチふの思想、の絞を成しているという点について警き是らなかったのは残念でAあるが，諒究

者諸土と共に今後を期したい。

問!吋

υ

均
J
'

1
よ



ニ…チェの格者撃3主義議 古i勾

Nietzsches Syphilis-Bewustsein 

Takeshi KOUCHI 

1. Nietzschξkampft日gegeneine doppelte Krankheit an， namlich 広告gend壱nWunn (oder Parasiten) 

und gegen sein schlechtes Gewiss芭n.

2. Seine Traurigkeit kam daher， d必 εrsich als " alten Sunder“verstand. V gl. Gruyter-Ausg昌悦

VIII 3， 15 (84)ー

3. H. W. Brann schri色bim Nachwort s合inesBuch日s"Nietzsch合 unddie Frauen“(1931)， Nietzsch恐

habe nirgends auch nur ein Sterb母nswortchenvon dies母rAnsteckung oder deren Folgen er-

wahは odξrauch nur ang記d母utet.Aber Nietzsche hatte davon ub告rallAndeutungen g母校1品cht.

4. Geg告nSpirochaeta pallid在 gabes damals kein vollkommen wirks設mesMittel. Auserdem war 

Syphilis記ineKrankheit， uber di母m呂nschw日igenmuste. 

5. Nach der母rstenAnst日ckunggξriet Ni日tzschξindionysische Stimmung. 

6. D防1思 E三云Z拭1詑twu仏1rf<お日 zu"玉Er訟工np宕d泳王ひ}kles“und d品おsErお5公stl柱泌]五ing郡sw位r汰k

Arね1c伽ie日飢削u凶l此tungen.

7. Der im Fruhling 1873 begonn忠治告 Aug邑日schmerzliξs ihn glauben， d呂ss邑ineSyphilis ins泌氏i話re

Stadium 母mgetr日総nsei. Er hatte bis dahin nie solchε Augenschmerzen gehabt. Seine 

Schw色sterandert告 di母 Tatsach日 vons邑inenKopfschm校zenin Au筏enschm邑rzen(durch die 

Verfalschung seiner An父abe.Vε1. Das Lebεn Fri母drichNi巴tzsches，Bd. 1， 1895， S. 77). Ihren 

V記rschiξdenenAussa伊良的配rNietzsches Augenschmerzen i.st keinerlei Glaubεn zu schenken. 

8. Das geistige Leiden nach dem Augenschmerz (1873)喝

9. Das Syphilis-Bewusts巴inund die主t1oral.

10. Verstεckung， Schweigen， M;昌ske.

In Nr. 54 von ム!¥or伊 nroth記“fragtNietzsche : "V，号待段以ihrnun unsere Aufgabe?“Der Verfasser 

dieser Abh証ndlungaはwortet: "Ja" ， da er nun weI応， das Nietzsche selbst "mehr von seinen 

Gξdank配nuber sein記 Krankheitals von der Kranl王heitselber zu leid日n“h丘tte.

In Nr‘42 von ，，]enseits von Gut und Bose" sagt Nietzsch記入，Esgehort zu ihrer (der zukunftig栓n

Philosophen) Art， irgend worin Rathsel bleib母nzu wollen.'正 Aberder Schlussel zum Ratsel 

Niεtzsche ist endlich gefunden. Ohn告di部 enSchlusse! wurde s記inLebenund Werk nie ganzlich 

erklart werd色n.

DerV母rf説話serlegt zuerst dξn iapanischen郎氏zsche-Forschernseine討einungenvor. Wie wurde 

er bei den ausl昼ndisch母nForscherれirgendeinV己rst昌弘dnisdafur find日nkonnεn， wenn er seine 

Landsleu総 vond邑rSicherheit sein記rGesichtspunkte nicht uberzeugen koぉnte?

Der V母rfasserdankt der BぉlerTradition der Nietzsche-Forschung und den Herausl次回rnder 

Gruyt!佼 ωAusgabe.
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